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藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

          



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
発
行
の
『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』
二
百

九
十
九
号
に
初
出
さ
れ
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方

隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト

（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年

刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、「J

-S
T

A
G

E

」
の
こ
こ
で
、
本
篇
の
初
出
の
画
像
を
入
手
出
来
た
の
で
、
こ
れ
も
参
考
に
し
た
。
無

論
、
今
ま
で
通
り
、
所
持
す
る
平
凡
社
の
「
南
方
熊
楠
選
集
」
も
参
考
に
し
た
。
特
に
、
例
の
通
り
、
南

方
熊
楠
の
文
章
は
語
り
出
す
と
、
牛
の
涎
の
如
く
、
止
ま
ら
な
く
な
る
た
め
、
注
を
附
け
る
の
が
厄
介
で
、

読
者
の
方
が
直
近
で
注
を
参
考
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
こ
と
か
ら
、
「
選
集
」
を
参
考
に
段
落
を
成
形
し
た

（
そ
の
結
果
、
段
落
で
切
っ
た
箇
所
の
読
点
は
句
点
に
変
え
て
あ
る
。
注
の
後
は
一
行
空
け
た
）
。
ま
た
、

今
ま
で
通
り
、
な
か
な
か
読
み
が
難
し
い
。
し
か
も
熊
楠
は
一
切
ル
ビ
を
振
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
私
が

推
定
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
で
添
え
た
。
漢
文
脈
部
分
は
、
直
後
に
、
《 

》
で
推
定
訓
読
文
を
添
え
た
こ

と
を
断
り
し
て
お
く
。 

 

本
篇
は
底
本
で
は
一
連
の
単
発
論
考
を
纏
め
た
大
パ
ー
ト
「
俗
傳
」
の
巻
頭
に
あ
る
の
だ
が
、
後
の
論
考

に
比
べ
る
と
、
や
や
長
め
な
の
で
、
独
立
さ
せ
て
電
子
化
注
す
る
。
実
は
私
は
既
に
サ
イ
ト
で
、
一
九
八
四

年
平
凡
社
刊
「
南
方
熊
楠
選
集 

第
三
巻 

南
方
随
筆
」
の
そ
れ
（
標
題
は
「
山
神
オ
コ
ゼ
魚
を
好
む
と

い
う
こ
と
」
）
を
二
〇
〇
六
年
九
月
に
電
子
化
公
開
し
て
い
る
（
底
本
は
新
字
新
仮
名
で
あ
る
が
、
一
部

を
独
自
に
補
正
し
た
。
但
し
、
注
は
附
し
て
い
な
い
）
が
、
今
回
は
正
規
表
現
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
版
と
し

て
零
か
ら
始
め
た
。 

 

な
お
、
そ
の
古
い
公
開
時
に
ブ
ロ
グ
で
ち
ょ
っ
と
一
言
書
い
た
。
そ
れ
も
参
考
に
な
ろ
う
か
ら
し
て
、

参
照
さ
れ
た
い
。 

 

最
後
に
一
言
。
本
篇
末
に
「
山
神
絵
詞
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
「
い
く
ち
も
え
く
ぼ

に
み
ゆ
る
」
（
「
い
く
ち
」
は
口
蓋
裂
の
こ
と
）
等
の
差
別
表
現
が
見
ら
れ
る
。
古
文
と
は
い
え
、
そ
う
し

た
も
の
へ
の
批
判
精
神
を
し
っ
か
り
持
っ
て
読
解
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。］ 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/142
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/299/26_299_189/_article/-char/ja
http://yab.o.oo7.jp/kumaokoze.html
http://yab.o.oo7.jp/kumaokoze.html
http://yab.o.oo7.jp/kumaokoze.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2006/09/post_9f60.html
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云
ふ
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瀧

澤

解

の

玄

同

放

言

卷

三

に

、

國

史

に

見

え

た

る

、

物
部
尾
輿
大
連

も
の
の
べ
の
を
こ
し
む
ら
じ

、
蘇
我
臣
興
志

そ

が

の

お

み

を

こ

し

、

尾
張
宿
禰
乎
己
志

を

は

り

の

す

く

ね

を

こ

し

、
大
神
朝
臣
興
志

お
ほ
み
わ
の
あ
そ
み
を
こ
し

、
凡
連
男
事
志

お
ほ
し
の
む
ら
じ
を
こ
し

等
の
名
、
總
て
オ
コ
シ
魚
の
假
字
な
り
と
云
り
。
和

漢
三
才
圖
會
卷
四
八
に
、
こ
の
魚
、
和
名
乎
古
之
、
俗
云
乎
古
世
《
和
名
「
乎
古
之

を

こ

じ

」
。
俗
に
「
乎
古
世

お

こ

ぜ

」

と
云
ふ
。》
と
見
ゆ
、
惟お

も

ふ
に
、
古
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
オ
コ
ゼ
を
神
靈
の
物
と
し
、
資よ

つ

て
以

て
子
に
名な

づ

く
る
風
行
は
れ
た
る
か
、
今
も
舟
師

し

う

し

山や
ま

神が
み

に
風
を
禱い

の

る
に
之
を
捧
ぐ
。
紀
州
西
牟
婁
郡
廣
見
川

と
、
東
牟
婁
郡
土つ

ち

小
屋

こ

や

と
は
「
オ
コ
ゼ
」
も
て
山
神
を
祭
り
、
大
利
を
得
し
人
の
譚
を
傳
ふ
、
甚
だ
相
似

た
れ
ば
、
そ
の
一
の
み
を
述の

べ

ん
に
、
昔
し
人
有
り
、
十
津
川
の
奧
白
谷

お
く
し
ら
た
に

の
深
林
で
、
材
木
十
萬
を
伐
り
し

も
、
水
乏

と
ぼ
し

く
て
筏
を
出
す
能
は
ず
、
因よ

つ

て
河
下
な
る
土
小
屋
の
神
社
に
鳥
居
（
現
存
）
を
献
じ
、
生い

き

た
る

オ
コ
ゼ
を
捧
げ
祈
り
け
れ
ば
、
翌
朝
水

夥
お
び
た
だ
し

く
出
で
て
其
鳥
居
を
浸
し
、
件
の
谷
よ
り
此
處
迄
、
筏
陸
續

し
て
下
り
、
細
民
生
利

し
や
う
り

を
得
る
事
維こ

れ
多
し
、
其
人
之
を
見
て
大
に
歡
び
、
徑
八
寸
有
る
南
天
の
大
木
に

乘
り
、
流
れ
に
任
せ
て
之ゆ

く
所
を
知
ら
ず
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
オ
コ
ゼ
」
狭
義
に
は
、
条
鰭
綱
新
鰭
亜
綱
棘
鰭
上
目
カ
サ
ゴ
目
カ
サ
ゴ
亜
目
フ
サ
カ

サ
ゴ
科 

S
co

rp
a
en

id
a
e

（
或
い
は
オ
ニ
オ
コ
ゼ
科 

S
y
n

a
n

ceiid
a
e

）
オ
ニ
オ
コ
ゼ
亜
科
オ
ニ
オ
コ
ゼ 

In
im

icu
s ja

p
o
n

icu
s 

を
指
し
、
漢
字
で
は
「
鬼
鰧
」「
鬼
虎
魚
」、
地
方
名
で
は
「
ア
カ
オ
コ
ゼ
」（
東
京
）、

「
オ
ク
ジ
」（
秋
田
県
男
鹿
）、
「
シ
ラ
オ
コ
ゼ
」（
小
田
原
）、
「
ツ
チ
コ
オ
ゼ
」
（
和
歌
山
県
田
辺
）
の
他
、

「
オ
コ
シ
」
「
オ
コ
ジ
ョ
」
「
オ
コ
オ
ジ
ン
」「
ア
カ
オ
コ
ゼ
」
が
あ
り
、
一
般
的
に
は
単
に
「
オ
コ
ゼ
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
私
の
『
毛
利
梅
園
「
梅
園
魚
譜
」 

鬼
頭
魚
（
オ
ニ
オ
コ
ゼ
）
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

美
麗
な
図
も
、
勿
論
、
あ
る
。
但
し
、
実
際
に
山
神
へ
の
供
物
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
オ
コ
ゼ
」
は
オ
ニ
オ

コ
ゼ
一
種
で
は
な
く
、
魚
顔
の
異
形

い
ぎ
ょ
う

な
広
汎
な
カ
サ
ゴ
類
の
種
群
が
用
い
ら
れ
て
お
り
（
後
述
さ
れ
る
）
、

他
に
後
に
「
川
オ
コ
ゼ
」
出
る
よ
う
に
淡
水
系
の
異
形
魚
も
多
く
使
わ
れ
る
。
そ
れ
は
純
粋
な
淡
水
魚
で
あ

る
ス
ズ
キ
目
カ
ジ
カ
科
カ
ジ
カ
属
カ
ジ
カ C

o
ttu

s p
o
llu

x
 

や
、
降
河
回
遊
型
の
カ
ジ
カ
科 R

h
eo

p
resb

e

属

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/06/post-7d68.html


ア
ユ
カ
ケ R

h
eo

p
resb

e k
a
zik

a
 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
川
カ
ジ
カ
」
に
つ
い
て
は
、「
大
和
本
草
卷
之
十
三 

魚
之
下 
杜
父
魚 

（
カ
ジ
カ
類
）」
の
私
の
注
を
見
ら
れ
た
い
が
、
そ
こ
で
も
紹
介
し
て
あ
る
通
り
、
こ

の
カ
ジ
カ
科 C

o
ttid

a
e

に
は
、
有
明
海
と
流
入
河
川
に
限
定
的
に
棲
息
す
る
、
ズ
バ
り
！ 

和
名
が
、
カ
ジ

カ
科
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
属
ヤ
マ
ノ
カ
ミ T

ra
ch

id
erm

u
s fa

scia
tu

s 

と
い
う
種
も
い
る
の
で
あ
る
（
興
味
が
あ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
ヤ
マ
ノ
カ
ミ T

ra
ch

id
erm

u
s fa

scia
tu

s

」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お

く
。
結
構
な
ヤ
ン
キ
ー
っ
ぽ
い
！
）。
熊
楠
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
地
元

の
『
牟
婁
新
報
』
に
「
山
の
神
と
オ
コ
ゼ
魚
」
と
い
う
随
筆
（
未
完
）
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
実

は
「
南
方
熊
楠
全
集
」
に
未
収
載
で
、
一
九
九
一
年
八
坂
書
房
刊
の
「
熊
楠
漫
筆 

南
方
熊
楠
未
刊
文
集
」

に
載
っ
て
い
る
（
私
は
所
持
し
な
い
）。
幸
い
、
大
和
茂
之
氏
の
ブ
ロ
グ
「
南
方
熊
楠
の
こ
と
、
あ
れ
こ
れ
」

の
こ
ち
ら
で
、
全
文
が
電
子
化
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
五
」
の
最
後
で
、
『
前
に
引
け
る
柳
田

氏
の
説
に
も
、
日
向
で
神
を
祈
る
に
、
あ
る
い
は
「
海
オ
コ
ゼ
」、
あ
る
い
は
「
川
オ
コ
ゼ
」
を
用
ゆ
と
い

え
り
。
山
中
で
生
き
た
オ
コ
ゼ
と
い
う
は
こ
の
「
川
オ
コ
ゼ
」
の
こ
と
な
り
。
田
辺
で
ア
イ
カ
ケ
と
い
う
魚

あ
り
、
鮎
に
随
っ
て
川
を
上
下
し
、
形
状
オ
コ
ゼ
に
似
て
頬
に
刺
あ
り
、
沙
底
に
伏
し
動
か
ず
、
鮎
そ
の
上

を
過
ぐ
る
と
、
た
ち
ま
ち
刺
を
引
っ
掛
け
こ
れ
を
捉
え
食
ら
う
。
冬
分
は
錦
城
館
の
下
な
ど
に
あ
り
、
夏
分

は
請
川
ご
と
き
海
に
遠
き
川
に
住
む
。
「
川
オ
コ
ゼ
」
と
は
こ
の
魚
の
こ
と
な
ら
ん
。
帝
国
博
物
館
の
『
魚

類
目
録
』
に
も
出
で
た
り
。
』
と
あ
る
の
が
、
ア
ユ
カ
ケ
の
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索

「
ア
ユ
カ
ケ R

h
eo

p
resb

e k
a
zik

a

」
を
示
す
。
こ
ち
ら
も
、
な
か
な
か
の
貫
禄
で
あ
る
。
な
お
、
熊
楠
の
言

う
「
オ
コ
ゼ
」
の
正
体
に
つ
い
て
は
、
後
注
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
瀧
澤
解
の
玄
同
放
言
卷
三
に
、…

…

」
滝
沢
馬
琴
の
考
証
随
筆
の
巻
三
の
巻
頭
に
あ
る
「
姓
名
稱
謂
」

の
一
節
。
活
字
本
を
所
持
す
る
が
、
本
文
は
恐
ろ
し
く
長
い
（
但
し
、
私
は
珍
名
が
出
て
き
て
、
結
構
、

好
き
だ
）
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
同
版
本
の
こ
こ
（
文
政
元
（
一
八
一

八
）
年
序
・
P

D

F
一
括
版
）
の

2
1

コ
マ
目
の
四
右
丁
の
四
行
の
「
鰧

ヲ
コ
シ

」
の
項
が
そ
れ
。
本
文
で
の
ル

ビ
は
馬
琴
の
添
え
た
も
の
を
も
参
考
に
し
た
。
中
に
は
そ
の
漢
字
で
は
「
お
こ
し
」
だ
ろ
う
と
思
う
読
者

が
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
こ
こ
に
注
し
た
。 

「
和
漢
三
才
圖
會
卷
四
八
に
、…

…

」
私
の
同
巻
の
電
子
化
注
を
参
照
さ
れ
た
い
（
「
鰧
」
の
項
だ
が
、

古
い
電
子
化
で
当
該
標
題
の
そ
の
字
が
表
記
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
「
お
こ
じ
」
で
ペ
ー
ジ
内
検
索
を
か

け
ら
れ
た
い
）。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/09/post-c39c4f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/09/post-c39c4f.html
https://www.google.com/search?q=%E3%83%A4%E3%83%9E%E3%83%8E%E3%82%AB%E3%83%9F+Trachidermus+fasciatus&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsaSsNXaebEpwP1REIKljWFeISJdzg:1651606861886&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjerb6Ci8T3AhWXAqYKHWepBDMQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
http://syamato.cocolog-nifty.com/blog/cat24181294/index.html
http://syamato.cocolog-nifty.com/blog/cat24181294/index.html
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A2%E3%83%A6%E3%82%AB%E3%82%B1+Rheopresbe+kazika&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsYpuF1HF9n6fzj4AbpCUNsFstjnrA:1651608029078&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwj4loavj8T3AhWFFogKHUfAD8IQ_AUoAnoECAEQBA&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A2%E3%83%A6%E3%82%AB%E3%82%B1+Rheopresbe+kazika&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsYpuF1HF9n6fzj4AbpCUNsFstjnrA:1651608029078&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwj4loavj8T3AhWFFogKHUfAD8IQ_AUoAnoECAEQBA&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A2%E3%83%A6%E3%82%AB%E3%82%B1+Rheopresbe+kazika&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsYpuF1HF9n6fzj4AbpCUNsFstjnrA:1651608029078&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwj4loavj8T3AhWFFogKHUfAD8IQ_AUoAnoECAEQBA&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A2%E3%83%A6%E3%82%AB%E3%82%B1+Rheopresbe+kazika&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsYpuF1HF9n6fzj4AbpCUNsFstjnrA:1651608029078&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwj4loavj8T3AhWFFogKHUfAD8IQ_AUoAnoECAEQBA&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/i05/i05_00231/i05_00231_0004/i05_00231_0004.pdf
http://yab.o.oo7.jp/wakan48.html


「
舟
師
」
水か

主こ

。
船
長
。 

「
十
津
川
の
奧
白
谷
」
こ
こ
か
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。 

「
東
牟
婁
郡
土
小
屋
」
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
土
河
屋
（
つ
ち
ご
や
）
。
或
い
は
「
小
」
は
南

方
熊
楠
の
誤
認
識
か
も
知
れ
な
い
。 

「
神
社
の
鳥
居
」
神
社
は
こ
こ
の
八
幡
神
社
。
熊
楠
の
言
っ
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
、
サ

イ
ド
・
パ
ネ
ル
に
鳥
居
写
真
が
あ
り
（
木
製
の
こ
の
タ
イ
プ
で
百
年
は
難
し
い
が
、
或
い
は
今
も
そ
の
奉

納
の
儀
式
は
続
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
）
、
そ
こ
に
並
置
さ
れ
た
祭
神
小
祠
の
四
つ
の
内
、
一
番
左

に
「
山
神
」
と
墨
書
き
し
た
祠
が
あ
り
、
こ
れ
は
相
応
に
古
い
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
熊
楠

は
自
分
が
十
全
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
、
書
く
必
要
が
な
い
と
断
ず
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
何
故
、

山
神
と
海
の
オ
コ
ゼ
が
セ
ッ
ト
に
な
る
か
の
根
本
を
書
い
て
い
な
い
。
ざ
っ
く
り
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
山

林
を
仕
事
場
と
す
る
猟
師
や
伐
採
に
従
事
す
る
者
た
ち
が
こ
の
儀
式
を
す
る
の
で
あ
る
。
山
の
神
は
女
神

と
さ
れ
る
が
、
容
貌
が
醜
い
と
さ
れ
、
し
か
も
、
山
の
幸
を
持
ち
去
る
者
に
は
厳
し
い
神
罰
を
下
す
と
考

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
醜
悪
な
オ
コ
ゼ
の
顔
を
見
る
と
、
自
分
よ
り
醜
い
も
の
が
こ
の
世
に
い

る
と
、
安
心
し
て
静
ま
り
、
山
中
で
の
仕
事
を
許
し
、
逆
に
そ
の
間
の
安
全
を
守
っ
て
呉
れ
る
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
山
入
り
の
際
に
、
実
際
の
オ
コ
ゼ
の
類
を
仕
入
れ
て
奉
納

し
、
山
の
神
に
許
諾
と
安
全
を
祈
願
し
て
い
る
。］ 

  

人
類
學
會
雜
誌
二
八
八
號
二
二
八
頁
、
山
中
氏
が
、
柳
田
氏
の
記
を
引
た
る
を
見
る
に
、
日
向
の
一
村

に
は
、
今
も
「
オ
コ
ゼ
」
を
靈
有
り
と
し
、
白
紙
一
枚
に
包
み
、
祝
し
て
曰
く
、「
オ
コ
ゼ
」
殿
、「
オ
コ

ゼ
」
殿
、
近
く
我
に
一
頭
の
猪
を
獲
さ
せ
給
は
ゞ
、
紙
を
解
き
開
き
て
、
世
の
明
り
を
見
せ
參
ら
せ
ん
と
、

扨
幸
ひ
に
一
猪
を
獲
た
る
時
、
又
前
の
如
く
言
て
、
幾
重
に
も
包
み
置
き
、
每
度
オ
コ
ゼ
を
紿

あ
ざ
む

き
て
、
山

幸
を
求
む
る
風
存
す
と
な
り
、
予
が
紀
州
日
高
郡
丹
生
川

に

ふ

が

は

の
獵
師
に
聞
く
所
は
、
較や

や
之
と
異
に
し
て
、

其
邊
の
民
は
、
「
オ
コ
ゼ
」
を
神
異
の
物
と
し
て
之
に
山
幸
を
祈
る
こ
と
な
く
、
全
く
「
オ
コ
ゼ
」
を
餌

と
し
て
、
山
神
を
欺
き
、
獲
物
を
求
む
る
也
、
其
話
に
、
山
神
、
居
常

き
よ
じ
や
う

「
オ
コ
ゼ
」
を
見
ん
と
望
む
念

太
は
な
は

だ
切
也
、
因
て
獵
師
之
を
紙
に
裹
み
て
懷
中
し
、
速
か
に
我
に
一
獸
を
與
へ
よ
、
必
ず
「
オ
コ
ゼ
」
を

見
せ
進ま

ゐ

ら
せ
ん
と
祈
誓
し
、
扨
志
す
獸
を
獲
る
時
、
纔
か
に
魚
の
尾
、
又
首
抔
、
一
部
分
を
露
は
し
示
す
、

斯
く
の
如
く
す
れ
ば
、
山
神
必
ず
其
全
體
を
見
ん
と
、
熱
望
の
餘
り
、
幾
度
誓
ひ
、
幾
度
欺
か
る
ゝ
も
、

https://www.google.com/maps/place/%E7%99%BD%E8%B0%B7/@33.9983175,135.716327,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6006f4ead322089f:0x4fd938f177b5c74c!8m2!3d34.0171369!4d135.8830075
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92647-1753+%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E7%94%B0%E8%BE%BA%E5%B8%82%E6%9C%AC%E5%AE%AE%E7%94%BA%E5%9C%9F%E6%B2%B3%E5%B1%8B/@33.9599369,135.6382056,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60065837235162db:0x28adffd6799242fb!8m2!3d33.8825869!4d135.7686858
https://www.google.com/maps/place/%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.8832995,135.7647397,18z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60065837235162db:0x28adffd6799242fb!2z44CSNjQ3LTE3NTMg5ZKM5q2M5bGx55yM55Sw6L665biC5pys5a6u55S65Zyf5rKz5bGL!3b1!8m2!3d33.8825869!4d135.7686858!3m4!1s0x6006594cc7af1f5d:0xaac5f82e6bd81030!8m2!3d33.8831972!4d135.7650407
https://www.google.com/maps/place/%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.8784806,135.8272551,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipN0lyAacE6KnFMUof7LFxGrvvNILTMEtFYqoDhe!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipN0lyAacE6KnFMUof7LFxGrvvNILTMEtFYqoDhe%3Dw114-h86-k-no!7i2048!8i1536!4m13!1m7!3m6!1s0x60065837235162db:0x28adffd6799242fb!2z44CSNjQ3LTE3NTMg5ZKM5q2M5bGx55yM55Sw6L665biC5pys5a6u55S65Zyf5rKz5bGL!3b1!8m2!3d33.8825869!4d135.7686858!3m4!1s0x6006594cc7af1f5d:0xaac5f82e6bd81030!8m2!3d33.8831972!4d135.7650407
https://www.google.com/maps/place/%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.8784806,135.8272551,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipN0lyAacE6KnFMUof7LFxGrvvNILTMEtFYqoDhe!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipN0lyAacE6KnFMUof7LFxGrvvNILTMEtFYqoDhe%3Dw114-h86-k-no!7i2048!8i1536!4m13!1m7!3m6!1s0x60065837235162db:0x28adffd6799242fb!2z44CSNjQ3LTE3NTMg5ZKM5q2M5bGx55yM55Sw6L665biC5pys5a6u55S65Zyf5rKz5bGL!3b1!8m2!3d33.8825869!4d135.7686858!3m4!1s0x6006594cc7af1f5d:0xaac5f82e6bd81030!8m2!3d33.8831972!4d135.7650407
https://www.google.com/maps/place/%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.8831493,135.7650227,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMjJWKQuN0yIMscsPWZJQX3ZpbNIZgSQdxqj8Vu!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMjJWKQuN0yIMscsPWZJQX3ZpbNIZgSQdxqj8Vu%3Dw203-h152-k-no!7i2048!8i1536!4m13!1m7!3m6!1s0x60065837235162db:0x28adffd6799242fb!2z44CSNjQ3LTE3NTMg5ZKM5q2M5bGx55yM55Sw6L665biC5pys5a6u55S65Zyf5rKz5bGL!3b1!8m2!3d33.8825869!4d135.7686858!3m4!1s0x6006594cc7af1f5d:0xaac5f82e6bd81030!8m2!3d33.8831972!4d135.7650407
https://www.google.com/maps/place/%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.8831493,135.7650227,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMjJWKQuN0yIMscsPWZJQX3ZpbNIZgSQdxqj8Vu!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMjJWKQuN0yIMscsPWZJQX3ZpbNIZgSQdxqj8Vu%3Dw203-h152-k-no!7i2048!8i1536!4m13!1m7!3m6!1s0x60065837235162db:0x28adffd6799242fb!2z44CSNjQ3LTE3NTMg5ZKM5q2M5bGx55yM55Sw6L665biC5pys5a6u55S65Zyf5rKz5bGL!3b1!8m2!3d33.8825869!4d135.7686858!3m4!1s0x6006594cc7af1f5d:0xaac5f82e6bd81030!8m2!3d33.8831972!4d135.7650407


狩
の
利
を
與

あ
た
ふ

る
事
絕
え
ず
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
「
と
」
は
初
出
に
よ
っ
て
挿
入
し
た
。
こ
の
後
半
の
儀
式
は
、
数
年
前
、

N
H

K

の
特
集
番
組
で
、
場
所
が
定
か
で
は
な
い
が
、
親
し
く
見
て
感
激
し
た
。
確
か
に
白
い
紙
に
包
ん
だ

オ
コ
ゼ
を
、
山
神
を
祀
っ
た
山
林
の
入
り
口
に
あ
る
古
い
祠
の
前
で
祈
っ
た
後
に
、
ち
ら
っ
、
と
見
せ
て
の

で
あ
る
。
こ
の
、
仕
事
で
山
入
り
す
る
人
々
の
間
で
、
こ
の
儀
式
が
今
も
残
っ
て
い
る
の
に
感
動
し
た
の

で
あ
る
。 

「
東
京
人
類
學
會
雜
誌
二
八
八
號
二
二
八
頁
、
山
中
氏
が
、
柳
田
氏
の
記
を
引
き
た
る
」
牧
師
で
民
俗
学

者
・
考
古
学
者
で
も
あ
っ
た
山
中
笑え

む

（
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
～
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
）
が
、
こ

の
前
年
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
三
月
に
同
誌
の
「
雜
錄
」
パ
ー
ト
に
発
表
し
た
「
本
邦
に
於
け
る
動

物
崇
拜
」
。
こ
れ
は
既
に
『
山
中
笑
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」
（
南
方
熊
楠
の
「
本
邦
に
於
け
る
動
物

崇
拜
」
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
論
文
）
』
で
電
子
化
し
て
あ
る
の
で
、
読
ま
れ
た
い
が
、
熊
楠
の
指
す
箇

所
は
短
い
の
で
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

虎
魚

オ

コ

ゼ 

此
魚
を
祭
る
日
向
奈
須
山
村
の
奇
風
俗
に
就
て
は
、
柳
田
國
男
氏
の
後
狩
詞
記
に
「
海
漁
に
は
山

お
こ
ぜ
、
山
獵
に
は
海
お
こ
ぜ
を
祭
る
。
効
驗
多
し
、
と
云
ふ
。
其
方
法
は
、
お
こ
ぜ
を
一
枚
の
白
紙
に

包
み
、
告
げ
て
曰
は
く
、
お
こ
ぜ
殿
、
お
こ
ぜ
殿
、
近
々
、
我
に
一
頭
の
猪
を
獲
さ
せ
玉
へ
。
さ
す
れ
ば
、

紙
を
解
き
開
き
て
、
世
の
明
り
を
見
せ
參
ら
せ
ん
、
と
。
次
て
、
幸
に
一
頭
を
獲
た
る
と
き
は
、
又
、
告

て
、
前
の
如
く
云
ひ
て
、
幾
重
に
も
包
み
置
と
」
ぞ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鍵
括
弧
閉
じ
る
の
位
置
は
マ

マ
。］。
之
、
お
こ
ぜ
を
欺
き
つ
ゝ
、
崇
拜
す
る
奇
風
と
云
ふ
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
後
狩
詞
記

の
ち
の
か
り
こ
と
ば
の
き

」
は
柳
田
国
男
が
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
著
者
が
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村

（
し
い
ば
そ
ん
）
で
村
長
中
瀬
淳
か
ら
狩
猟
の
故
実
を
聴
き
書
き
し
た
も
の
で
、
私
家
版
と
し
て
翌
年
五

月
に
刊
行
さ
れ
、
後
の
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
の
彼
の
喜
寿
記
念
に
覆
刻
さ
れ
た
。
題
名
は
『
群
書

類
従
』
所
収
の
「
狩
詞
記
」
（
就
狩
詞
少
々
覚
悟
之
事
）
に
由
来
す
る
も
の
。
日
本
の
民
俗
学
に
於
け
る

最
初
の
採
集
記
録
と
さ
れ
る
。
原
本
の
そ
れ
も
短
い
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
原
本
画
像
の
当
該
部
を
視
認
し
て
示
す
。
掲
載
箇
所
は
「
狩
こ
と
ば
」
の
十
五
項
目
。
な
お
、
そ
の
後
、

ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
柳
田
國
男
」
で
同
作
を
電
子
化
注
し
終
え
た
（
分
割
六
回
）
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/299/26_299_189/_article/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%AE%E5%B4%8E%E7%9C%8C%E6%9D%B1%E8%87%BC%E6%9D%B5%E9%83%A1%E6%A4%8E%E8%91%89%E6%9D%91/@32.4512942,131.0050601,9.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3540b056d7dc82e7:0xddb081c0c5d916ee!8m2!3d32.467289!4d131.1584013
https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%AE%E5%B4%8E%E7%9C%8C%E6%9D%B1%E8%87%BC%E6%9D%B5%E9%83%A1%E6%A4%8E%E8%91%89%E6%9D%91/@32.4512942,131.0050601,9.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3540b056d7dc82e7:0xddb081c0c5d916ee!8m2!3d32.467289!4d131.1584013
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767972/20
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767972/20
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767972/20
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767972/20
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767972/20
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23839005/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23839005/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23839005/index.html


 
 

 
＊ 

一
五 

オ
コ
ゼ
。 

鯱
シ
ヤ
チ

に
似
た
る
細
魚
な
り
。
海
漁
に
は
山
オ
コ
ゼ
。
山
獵
に
は
海
オ
コ
ゼ
を
祭
る
を
效

驗
多
し
と
云
ふ
。
祭
る
に
は
非
ず
責
む
る
な
り
。
其
方
法
は
オ
コ
ゼ
を
一
枚
の
白
紙
に
包
み
。
告
げ
て
曰

く
。
オ
コ
ゼ
殿
。
オ
コ
ゼ
殿
近
々
に
我
に
一
頭
の
猪
を
獲
さ
せ
た
ま
へ
。
さ
す
れ
ば
紙
を
解
き
開
き
て
世

の
明
り
を
見
せ
參
ら
せ
ん
と
。
次
て
幸
に
し
て
一
頭
を
獲
た
る
と
き
は
。
又
告
げ
て
曰
く
。
御
蔭
を
以
て

大
猪
を
獲
た
り
。
此
上
猶
一
頭
を
獲
さ
せ
た
ま
へ
。
さ
す
れ
ば
愈
世
の
明
り
を
見
せ
申
さ
ん
と
て
。
更
に

又
一
枚
の
白
紙
を
以
て
堅
く
之
を
包
み
。
其
上
に
小
捻
を
以
て
括
る
な
り
。
此
の
如
く
一
頭
を
獲
る
每
に

包
藏
す
る
が
故
に
。
祖
先
よ
り
傳
來
の
物
は
百
數
十
重
に
達
す
る
者
あ
り
と
云
ふ
。
此
の
オ
コ
ゼ
は
決
し

て
他
人
に
示
す
こ
と
無
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
総
て
が
句
点
の
み
な
の
は
マ
マ
（
以
下
も
同
じ
）
。「
小
捻
」
「
こ
び
ね
り
。
「
括
る
」

「
く
く
る
」。
以
下
、
原
本
で
は
全
体
が
二
字
下
げ
で
ポ
イ
ン
ト
落
ち
。］ 

△
椎
葉
村
に
オ
コ
ゼ
を
所
持
す
る
家
は
甚
稀
な
り
。
中
の
オ
コ
ゼ
を
見
た
る
者
は
愈
以
て
稀
有
な
る
べ
し
。

鯱
に
似
た
る
細
魚
な
り
は
面
白
し
。
中
國
の
漁
人
た
ち
試
に
オ
コ
ゼ
を
一
籠
此
山
中
に
送
ら
ば
如
何
。
オ

コ
ゼ
は
一
子
相
傳
に
し
て
家
人
に
も
置
所
を
知
ら
し
め
ず
。
或
者
の
妻
好
奇
心
の
あ
ま
り
に
。
不
思
議
の

紙
包
み
を
解
き
始
め
し
に
。
一
日
掛
り
て
漸
く
し
て
干
た
る
オ
コ
ゼ
出
で
た
り
と
云
ふ
話
あ
り
。
一
生
涯

他
人
の
オ
コ
ゼ
包
み
を
拾
ひ
取
ら
ん
と
心
掛
く
る
者
も
あ
り
と
云
ふ
。
此
村
に
て
は
吝
嗇
な
る
者
を
「
お

こ
ぜ
祭
」
と
云
ふ
。 

 
 

 

＊ 

ち
ょ
っ
と
、
こ
の
「
中
國
の
漁
人
た
ち
試
に
オ
コ
ゼ
を
一
籠
此
山
中
に
送
ら
ば
如
何
」
と
い
う
言
い
か
け

の
意
味
が
判
ら
ぬ
。「
山
オ
コ
ゼ
」
に
つ
い
て
は
、
私
は
て
っ
き
り
淡
水
産
の
ゴ
リ
な
ど
の
魚
を
指
す
か
と

思
っ
た
の
だ
が
、「
南
方
熊
楠
記
念
館
」
の
ブ
ロ
グ 

の
「 

山
オ
コ
ゼ
」
に
よ
れ
ば
、『
郷
土
研
究
』
四
巻
七

号
初
出
の
南
方
熊
楠
の
「
山
オ
コ
ゼ
の
こ
と
」
を
部
分
引
用
し
た
上
で
、
そ
こ
で
は
、
『
キ
セ
ル
ガ
イ
の

殻
を
人
に
見
せ
な
い
よ
う
に
持
ち
歩
く
と
、
利
益
を
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
種
類
が
多

い
た
め
ど
れ
か
を
明
確
に
せ
ね
ば
、
ど
れ
が
「
山
オ
コ
ゼ
」
と
い
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
』
と

あ
り
、
さ
ら
に
、
『
日
本
大
百
科
全
書
に
よ
る
オ
コ
ゼ
に
関
す
る
民
俗
の
解
説
で
は
、
「
山
の
神
が
好
む
オ

コ
ゼ
に
は
山
オ
コ
ゼ
と
海
オ
コ
ゼ
が
あ
り
、
山
オ
コ
ゼ
と
は
、
陸
産
の
キ
セ
ル
ガ
イ
や
イ
タ
チ
、
マ
ム
シ
、

毛
虫
な
ど
気
味
の
悪
い
動
物
を
さ
す
場
合
も
あ
る
。
」
と
し
て
い
ま
す
。
山
の
神
は
自
分
よ
り
醜
い
も
の

http://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp/2021/05/19/11584


を
好
む
と
い
う
伝
承
か
ら
き
て
い
る
の
で
す
が
、
キ
セ
ル
ガ
イ
は
醜
い
と
言
わ
れ
る
と
疑
問
符
が
つ
き
ま

す
。
可
愛
ら
し
い
と
思
い
ま
す
』
と
あ
る
。
「
キ
セ
ル
ガ
イ
」
は
腹
足
綱
有
肺
目
キ
セ
ル
ガ
イ
科 

C
lau

sliid
ae 

の
キ
セ
ル
ガ
イ
類
を
指
す
が
、
確
か
に
、
オ
ニ
オ
コ
ゼ
に
比
し
て
、
見
る
も
醜
悪
と
い
う
感

じ
の
動
物
で
は
、
確
か
に
、
な
い
。
そ
の
熊
楠
の
「
山
オ
コ
ゼ
の
こ
と
」
は
、
「
私
設
万
葉
文
庫
」
の
平

凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
三
巻
の
「
雑
誌
論
考
Ⅰ
」
で
電
子
化
さ
れ
て
お
り
、
短
い
の
で
、
以
下
に
そ

の
ま
ま
引
用
し
て
示
す
。
こ
こ
で
は
読
み
を
ル
ビ
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

山
オ
コ
ゼ
の
こ
と 

 
 

 
 

 

柳
田
国
男
「
土
佐
高
知
よ
り
」
参
照 

 
 

 
 

 

（『
郷
土
研
究
』
四
巻
七
号
四
四
四
頁
） 

 

大
正
三
年
の
予
の
日
記
に
、
「
四
月
二
十
二
日
朝
、
下
芳
養

し

も

は

や

村
大
字
堺
の
漁
夫
一
人
来
た
り
、
山
オ
コ

ゼ
と
い
う
物
を
欲
し
い
と
言
う
。
子
細
を
問
う
に
答
え
け
る
は
、
山
オ
コ
ゼ
は
北
向
き
の
山
陰
の
シ
デ
の

木
な
ど
に
付
く
長
さ
一
寸
ば
か
り
の
小
介
、
殻
薄
き
も
の
な
り
。
か
の
村
に
こ
の
介
を
持
ち
、
常
に
漁
利

ま
た
博
奕
利
を
獲
る
者
あ
り
。
袋
に
入
れ
て
頸
に
掛
け
、
人
に
見
せ
ず
。
二
年
ほ
ど
前
、
そ
こ
の
駐
在
巡

査
谷
口
某
の
み
こ
れ
を
見
得
た
り
、
と
。
予
そ
れ
は
定
め
て
キ
セ
ル
ガ
イ
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
予
が
熊
野

で
集
め
た
だ
け
で
も
十
余
種
は
あ
り
。
現
に
田
辺
町
の
こ
の
住
宅
の
は
ね
釣
瓶

つ

る

べ

の
朽
ち
た
る
部
分
に
も
棲す

ん
で
お
る
。
今
少
し
委
細
に
そ
の
形
状
を
言
わ
ね
ば
、
い
ず
れ
の
種
が
山
オ
コ
ゼ
か
分
か
ら
ぬ
、
と
言
う

て
返
し
た
」
と
記
し
て
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
八
月
十
三
日
に
、
『
南
国
遺
事
』
を
著
者
寺
石
君
か
ら
受
け
て
山
オ
コ
ゼ
の
記
事
を
見
、

そ
れ
は
キ
セ
ル
ガ
イ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
書
き
送
る
と
、
同
三
十
日
付
で
返
書
あ
り
、
山
中
の
林
藪
に
生

ず
る
小
螺
な
り
と
て
略
図
を
示
さ
れ
た
の
を
見
れ
ば
、
あ
ま
り
大
な
ら
ず
、
ま
た
小
な
ら
ざ
る
、
一
寸
ば

か
り
の
キ
セ
ル
ガ
イ
だ
っ
た
。
土
佐
方
言
ゴ
ウ
ナ
と
も
謂
う
、
と
付
記
せ
ら
れ
た
。
『
和
漢
三
才
図
会
』

に
よ
る
と
、
ゴ
ウ
ナ
と
は
小
螺
中
に
蟹
が
棲
む
も
の
、
東
京
で
い
わ
ゆ
る
キ
シ
ャ
ゴ
ノ
オ
バ
ケ
で
あ
る
。

紀
州
で
ゴ
ン
ナ
イ
と
呼
ぶ
は
水
流
に
住
む
蜷み

な

の
こ
と
だ
が
、
と
に
か
く
か
か
る
小
螺
を
す
べ
て
ゴ
ウ
ナ
と

呼
ん
だ
も
の
ら
し
い
。（
十
月
二
日
） 

（
大
正
五
年
十
一
月
『
郷
土
研
究
』
四
巻
八
号
） 

 
 

 

＊ 

添
え
辞
に
あ
る
「
土
佐
高
知
よ
り
」
と
い
う
の
は
、
書
誌
情
報
で
は
、
筑
摩
書
房
の
『
定
本
柳
田
國
男
集
』

http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm


の
第
十
八
巻
（
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
刊
）
の
「
『
郷
土
研
究
』
小
通
信
」
の
パ
ー
ト
に
認
め
る
が
、

生
憎
、
所
持
す
る
文
庫
本
同
全
集
に
は
所
収
し
な
い
の
で
内
容
や
関
連
性
は
判
ら
ぬ
。
「
和
漢
三
才
図
会
」

云
々
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
七 

介
貝
部
」
の
末
の
方
に
あ
る
、
「
寄
居
蟲
（
か
う
な 

か
み
な
）
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
し
こ
れ
は
海
産
の
ヤ
ド
カ
リ
類
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
山
オ
コ

ゼ
」
か
ら
は
除
外
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
浜
辺
に
上
が
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
奇
形

き
ぎ
ょ
う

と
言
え
ば
、
そ
う

だ
ろ
う
か
ら
し
て
、
資
格
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
山
オ
コ
ゼ
」
と
呼
ぶ
の
は
、
私
は
ち
ょ
っ
と
無
理
な
気

が
す
る
の
で
あ
る
）
。「
南
国
遺
事
」
は
寺
石
正
路
（
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
～
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）

年
：
高
知
県
生
ま
れ
の
教
師
で
郷
土
史
家
）
著
で
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
聚
景
園
武
内
書
店
刊
。
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
で
調
べ
た
と
こ
ろ
が
、
当
該
部
と
思
し
い
こ
こ
で
は

（
太
字
は
底
本
で
は
傍
点
「
○
」
、
下
線
太
字
は
傍
点
「
ヽ
」
）
、
『
山
田

や

ま

だ

等
に
成
長
す
る
田
螺

た

に

し

（
ヲ
コ
ゼ
）

を
所
持
し
て
山
海
の
狩
の
幸さ

ち

を
願
ふ
と
い
ふ
事
こ
れ
又
諸
國
に
多
し
余
等
が
幼
時
に
老
い
た
る
山
賤

や
ま
し
づ

が
竹た

け

籠か
ご

に
田
螺
を
入
れ
て
市
中
を
呼
び
あ
る
き
思
ひ
事
叶
ふ
山
ヲ
コ
ゼ
は
要
ら
ぬ
か
と
い
ひ
て
賣
り
廻
り
た
る

こ
と
を
記
憶
せ
り
日
向

ひ

う

が

薩
摩

さ

つ

ま

の
國
に
は
山
獵
師

や
ま
り
よ
う
し

皆
オ
コ
ゼ
の
干
物

ひ

も

の

を
澤
山
の
白
紙
に
包
み
一
獵
あ
る
每
に

其
包
紙
を
剝
ぎ
全
部
盡
く
剝
ぎ
取
る
程
の
大
獵
あ
ら
ば
其
オ
コ
ゼ
を
奉
ら
ん
と
山
神
に
祈
る
習
あ
り
但
』

（
た
だ
し
）『
土
佐
國
に
て
は
昔
舊
藩
の
嘉か

永え
い

前
後
の
頃
に
オ
コ
ゼ
組
と
呼
ば
れ
た
る
政
黨
あ
り
反
政
黨
よ

り
相
結
托
し
て
利
を
な
す
と
い
ふ
義
に
よ
り
て
命
名
せ
ら
れ
一
時
大
獄
を
起
し
て
大
騷
動
を
致
せ
る
こ
と

あ
り
オ
コ
ゼ
お
い
へ
る
言
葉
は
何
と
な
く
土
佐
人
に
は
特
別
の
響

ひ
ゞ
き

あ
る
如
く
な
れ
ど
元
來
オ
コ
ゼ
を
用
ひ

て
幸
福
を
祈
る
と
い
ふ
事
は
土
佐
一
國
の
特
風
に
あ
ら
ず
』
と
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
山
オ
コ
ゼ
」
は
「
田

螺
」
と
明
記
さ
れ
て
あ
る
。
熊
楠
が
そ
れ
を
こ
こ
で
一
例
と
し
て
出
さ
な
い
の
は
、
私
は
甚
だ
不
当
と
感

じ
る
も
の
で
あ
る
。 

「
紀
州
日
高
郡
丹
生
川
」
合
併
と
吸
収
が
重
な
り
、
行
政
地
名
と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
地
元
の
神

社
・
学
校
名
等
で
確
認
出
来
る
。
こ
こ
。 

「
居
常
」
常
日
頃
。 

 

以
下
の
段
落
は
底
本
で
は
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。］ 

  

上
述
、
日
向
村
民
「
オ
コ
ゼ
」
を
紙
に
包
み
、
如
し
獲
物
を
與
え
吳く

れ

な
ば
、
世
の
明
り
を
見
す
べ
し
と

祈
り
、
獲
物
あ
る
後
も
紙
を
開
か
ず
、
每
度
誓
言
し
、
每
度
違
約
す
る
は
、
不
斷
闇
中
に
靈
物
を
倦け

ん

苦く

せ

http://yab.o.oo7.jp/wakan47.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/955196/87
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/955196/87
https://www.google.com/maps/place/%E6%B1%9F%E5%B7%9D%E4%B8%B9%E7%94%9F%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.8940009,135.2167266,14z/data=!4m9!1m2!2m1!1z5pel6auY55S65Li555Sf!3m5!1s0x60076bfb46c86ab7:0xf210cd0b7c316a9f!8m2!3d33.8896517!4d135.2308873!15sCg_ml6Xpq5jnlLrkuLnnlJ-SAQ1zaGludG9fc2hyaW5l


し
め
、
且
つ
之
を
紿

あ
ざ
む

き
通
す
も
の
也
、
淵
鑑
類
函
、
卷
四
四
九
、 

倦
遊
雜
錄
曰
、
熙
寧
中
、
京
師
久
旱
、

按
古
法
令
、
坊
巷
以
甕
貯
水
、
揷
柳
枝
泛
蜥
蜴
、
小
兒
呼
曰
、
蜥
蝪
蜥
蝪
、
興
雲
吐
霧
、
降
雨
滂
沱
、
放

汝
歸
去
、
下
略
《
「
倦
遊
雜
錄
」
に
曰
は
く
、
煕き

寧ね
い

中
、
京
師
、
久
し
く
旱

ひ
で
り

す
。
古
へ
の
法
令
を
按
ず
る

に
、
坊
巷
に
て
甕
を
以
つ
て
水
を
貯
へ
、
柳
枝
を
揷
し
、
蜥
蜴

と

か

げ

を
泛う

か

べ
て
、
小
兒
、
呼
ん
で
曰
は
く
、

「
蜥
蜴
よ
、
蜥
蜴
、
雲
を
興
し
、
霧
を
吐
き
、
雨
を
降
ら
す
こ
と
、
滂
沱

ば

う

だ

た
れ
ば
、
汝
を
放
ち
て
歸
り
去

ら
し
め
ん
。
」
と
。
（
下
略
）
》、
又
酉
陽
雜
俎
卷
十
一
に
、
蛇
醫

ゐ

も

り

を
水
甕
中
に
密
封
し
、
前
後
に
席
を
設
け
、

香
を
燒
き
、
十
餘
の
小
兒
を
し
て
、
小
靑
竹
を
執
り
、
晝
夜
甕
を
擊う

つ

て
止
ま
ざ
ら
し
め
し
に
、
雨
大
い
に

降
れ
り
と
有
り
、
是
又
靈
物
を
倦
苦
せ
し
め
て
雨
を
祈
り
し
也
。
至
極
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
の
樣
な
れ
ど
、

凡
て
蒙
昧
の
民
の
み
な
ら
ず
、
開
明
を
以
て
誇
れ
る
耶
蘇
敎
國
に
も
、
近
世
迄
、
鬼
神
を
欺
弄

ぎ

ろ

う

し
、
甚
し

き
は
脅
迫
し
て
、
利
運
を
求

も
と
め

し
例
少
な
か
ら
ず
、
佛
國
サ
ン
、
ク
ル
ー
の
橋
の
工
人
之
を
仕
上

し

あ

ぐ

る
能
は
ず
、

渡
り
初そ

む

る
者
の
命
を
與
ふ
べ
し
と
約
し
て
、
魔
を
賴
み
て
竣
功
し
、
扨
最
初
に
一
猫
を
放
ち
渡
せ
し
か
ば
、

魔
不
滿
十
分
な
が
ら
、
之
を
收
め
去
れ
り
と
傳
え
（C

o
llin

 
d
e 

P
lan

cy, 
`D

ictio
n
n

aire 
critiq

u
e 

d
es 

R
eliq

u
es et d

es Im
ag

es m
iracu

leu
ses,` to

m
.ii, p

.4
4
6
, P

aris, 1
8
2
1

）、
十
六
世
紀
頃
迄
、
ナ
ヷ
ル
王
國
の

諸
市
に
、
久

ひ
さ
し

く
旱
す
る
每
に
、
奇
妙
な
雨
乞
ひ
式
あ
り
。
河
岸
へ
彼
得

ペ

テ

ロ

尊
者
の
像
を
舁
出

か
つ
ぎ
だ

し
、
民
衆
同
音

に
、
吾
れ
吾
れ
を
助
け
よ
と
三
囘
呼
び
、
何
の
返
事
も
無
け
れ
ば
河
水
に
浸
せ
と
詈

の
の
し

る
に
及
び
、
僧
之
を

制
止
し
、
彼
得

ペ

テ

ロ

必
ず
雨
を
與
ふ
べ
し
と
保
證
す
。
斯
く
す
る
後
、
廿
四
時
内
に
必
ず
雨
降
る
と
云い

へ

り

（lb
id

., p
.4

3
4

）。
支
那
に
も
、
博
物
志
卷
八
に
、
止
雨
祝
曰
、
天
生
五
穀
、
以
養
人
民
、
今
天
雨
不
止
、

用
傷
五
穀
、
如
何
如
何
、
靈
而
不
幸
、
殺
牲
以
賽
神
靈
、
雨
則
不
止
、
鳴
鼓
攻
之
、
朱
綠
繩
縈
而
脅
之

《
雨
を
止
む
る
祝

の
り
と

に
曰
は
く
、「
天
は
五
穀
を
生そ

だ

て
、
以
つ
て
人
民
を
養
ふ
。
今
、
天
、
雨

あ
め
ふ

る
こ
と
止
ま

ず
、
用も

つ
て
五
穀
を
傷

そ
こ
な

ふ
、
如
何
、
如
何
。
」
と
。
靈
、
幸
ひ
せ
ざ
れ
ば
、

牲
い
け
に
へ

を
殺
し
て
以
つ
て
神
靈

を
賽ま

つ

り
、
雨
、
則
ち
、
止
ま
ざ
れ
ば
、
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
れ
を
攻
め
、
朱
綠
の
繩
を
縈

め
ぐ
ら

し
て
之
れ
を
脅
か

す
。
》
と
載
せ
た
り
。
「
タ
イ
ラ
ー
」
の
「
ブ
リ
ミ
チ
ヴ
・
カ
ル
チ
ユ
ル
」
篇
、
第
二
板
、
卷
二
、
十
四
章

に
、
斯か

か

る
例
多
く
見
え
、
幸
運
を
祈
る
と
て
、
神
靈
の
像
を
縛
り
脅
か
す
さ
え
有
る
世
の
中
に
、
「
オ
コ

ゼ
」
や
山
神
を
紿

あ
ざ
む

き
て
、
獲
物
を
求
む
る
邦
民
の
迷
信
は
、
比
較
的
輕
少
也
と
謂い

ふ

べ
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淵
鑑
類
函
」
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百

科
事
典
）。
一
七
一
〇
年
成
立
。
「
夷
堅
志
」
は
南
宋
の
洪
邁

こ
う
ま
い

（
一
一
二
三
年
～
一
二
〇
二
年
）
が
編
纂
し

た
志
怪
小
説
集
。
一
一
九
八
年
頃
成
立
。
二
百
六
巻
。
南
方
熊
楠
は
、
こ
の
本
が
結
構
、
好
き
で
、
他
の



論
文
で
も
し
ば
し
ば
引
用
元
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
原
文
は
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
を
参
考
に

し
た
。 

「
熙
寧
」
北
宋
の
神
宗
の
治
世
で
用
い
ら
れ
た
元
号
。
一
〇
六
八
年 

か
ら
千
七
十
七
年
ま
で
。  

「
酉
陽
雜
俎
」
唐
の
段
成
式
（
八
〇
三
年
～
八
六
三
年
）
が
撰
し
た
怪
異
記
事
を
多
く
集
録
し
た
書
物
。

二
十
巻
・
続
集
十
巻
。
八
六
〇
年
頃
の
成
立
。
原
文
は
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
で
当
該

部
の
影
印
本
が
視
認
出
来
る
。 

「
サ
ン
、
ク
ル
ー
」
次
注
の
リ
ン
ク
先
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
「
‘S

ain
t-C

lo
u
d

」
と
あ
り
、
サ
ン
＝
ク
ル

ー
。
こ
こ
。
パ
リ
に
西
で
セ
ー
ヌ
川
を
挟
ん
で
接
す
る
都
会
近
郊
で
、
田
舎
で
は
な
い
。 

「C
o
llin

 d
e P

lan
cy, `D

ictio
n
n
aire critiq

u
e d

es R
eliq

u
es et d

es Im
ag

es m
iracu

leu
ses,` to

m
.ii, p

.4
4

6
, 

P
aris, 1

8
2
1

」
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（J. C

o
llin

 d
e P

lan
cy

 

一
七
九
四
年
或
い
は
一
七
九
三
年
～

一
八
八
一
年
或
い
は
一
八
八
七
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
筆
家
。
当
該
書
は
「
遺
物
と
奇
跡
の
イ
メ
ー
ジ
に

関
す
る
評
論
的
辞
書
」。
一
八
二
一
年
刊
。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
が
見
ら
れ
、
当
該
部
は
こ
こ
。 

「
ナ
ヷ
ル
王
國
」
「
ナ
バ
ラ
王
国
」
（K

in
g
d
o
m

 o
f N

av
arra

）。
ス
ペ
イ
ン
の
北
東
部
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の

西
寄
り
に
南
北
に
亙
っ
て
存
在
し
た
中
世
国
家
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
「
ナ
バ
ー
ル
王
国
」
。
十
二
世
紀
後

半
ま
で
は
「
パ
ン
プ
ロ
ナ
王
国
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
九
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ク
王
カ
ル
ル
Ⅰ
世

（
大
帝
）
が
設
置
し
た
エ
ブ
ロ
川
北
方
辺
境
領
の
一
つ
ナ
バ
ラ
辺
境
領
を
も
と
に
，
サ
ン
チ
ョ
Ⅰ
世
（
サ

ン
チ
ョ
・
ガ
ル
セ
ス
Ⅰ
世
）
の
頃
、
本
格
的
な
王
国
と
し
て
現
れ
た
。
十
一
世
紀
サ
ン
チ
ョ
Ⅲ
世
（
大
王
）

の
も
と
に
全
盛
期
を
迎
え
、
カ
タ
ル
ニ
ャ
や
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
を
も
征
服
し
た
。
大
王
の
死
後
、
王
国
か
ら

カ
ス
テ
ィ
リ
ア
と
ア
ラ
ゴ
ン
が
独
立
し
て
王
国
を
築
い
た
。
一
〇
七
六
年
、
ア
ラ
ゴ
ン
の
サ
ン
チ
ョ
Ⅴ
世

（
サ
ン
チ
ョ
・
ラ
ミ
レ
ス
）
に
併
合
さ
れ
た
が
、
一
一
三
四
年
、
ガ
ル
シ
ア
Ⅴ
世
が
独
立
を
回
復
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
血
統
を
引
く
王
に
統
治
さ
れ
、
シ
ャ
ル
ル
Ⅲ
世
（
在
位
：
一
三
八
七
年
～
一

四
二
五
年
） 

の
時
、
最
も
繁
栄
を
誇
っ
た
。
一
五
一
二
年
、
王
国
の
ス
ペ
イ
ン
側
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
Ⅱ
世

（
カ
ト
リ
ッ
ク
王
）
に
占
領
さ
れ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
王
国
は
ア
ン
リ
Ⅳ
世
が
フ
ラ
ン
ス
王
と
な
る
一

五
八
九
年
ま
で
続
い
た
（
以
上
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）
。
位
置
は
当
該
ウ
ィ

キ
の
地
図
を
見
ら
れ
た
い
。
現
在
バ
ス
ク
地
方
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
境
附
近
に
相
当
す
る
。 

「
彼
得
尊
者
」
「
新
約
聖
書
」
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
た
使
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
ペ
ト
ロ
（
？
～

六
七
年
？
）。
初
代
ロ
ー
マ
教
皇
と
さ
れ
る
。 

https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/454#1a
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=85088&page=171
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=85088&page=171
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9+%E3%80%9292210+%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%83%BC/@48.8460109,2.2504932,13z/data=!4m5!3m4!1s0x47e67b24795b8e8f:0x4ca1070ab060cf82!8m2!3d48.847647!4d2.208115
https://archive.org/details/bub_gb_5z4AAAAAMAAJ/page/n455/mode/2up?view=theater
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%90%E3%83%A9%E7%8E%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%90%E3%83%A9%E7%8E%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%90%E3%83%A9%E7%8E%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%90%E3%83%A9%E7%8E%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%90%E3%83%A9%E7%8E%8B%E5%9B%BD#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Navarre1400.png
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9+%E3%83%90%E3%82%B9%EF%BC%9D%E3%83%8A%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%83%AB/@43.1449401,-1.8983113,9z/data=!4m5!3m4!1s0xd50d568f58c126d:0x9a016e8440094237!8m2!3d43.1668882!4d-1.2333134


「lb
id

., p
.4

3
4

」
こ
こ
。 

「
博
物
志
」
晋
（
二
六
五
年
～
四
二
〇
年
）
の
名
臣
（
呉
を
伐
つ
に
功
あ
っ
て
最
高
職
で
あ
る
三
公
の
一

つ
で
あ
る
司
空
に
任
ぜ
ら
れ
た
）
で
、
学
者
で
も
あ
っ
た
張
華
（
二
三
二
年
～
三
〇
〇
年
）
が
撰
し
た
博

物
誌
。
散
逸
し
て
い
る
も
の
の
、
「
本
草
綱
目
」
に
見
る
よ
う
に
、
多
く
の
本
草
書
に
引
用
さ
れ
て
残
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
ま
た
、
非
常
に
面
白
い
内
容
を
持
つ
。
原
文
は
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち

ら
の
影
印
本
に
拠
っ
た
。 

『
「
タ
イ
ラ
ー
」
の
「
ブ
リ
ミ
チ
ヴ
・
カ
ル
チ
ユ
ル
」
篇
』
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
で
「
文
化
人
類
学
の

父
」
と
呼
ば
れ
る
、
宗
教
の
起
源
に
関
し
て
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
提
唱
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
タ

イ
ラ
ー
（S

ir E
d
w

ard
 B

u
rn

ett T
y
lo

r 

一
八
三
二
年
～
一
九
一
七
年
）
が
一
八
七
一
年
に
発
表
し
た
「
原

始
文
化
：
神
話
・
哲
学
・
宗
教
・
芸
術
そ
し
て
習
慣
の
発
展
の
研
究
」
（P

rim
itive C

u
ltu

re, resea
rch

es 

in
to

 
th

e 
D

evelo
p
m

en
t 

o
f 

M
yth

o
lo

g
y, 

P
h
ilo

so
p
h
y, 

R
elig

io
n
, A

rt 
a
n
d

 
C

u
sto

m
 

）
。
原
本
当
該
部
は

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
こ
。
標
題
は
ズ
バ
り
、「A

N
IM

IS
M

」
で
あ
る
。］ 

  

二
年
前
、
西
牟
婁
郡
近
野

ち

か

の

村
に
て
、
予
が
創
見
せ
る
奇
異
の
蘚こ

け B
u
x
p
au

m
ia M

in
ak

atae S
.O

k
am

u
ra 

は

其
後
復
た
見
ず
。
因
て
昨
年
末
、
當
國
最
難
所
と
聞
ゑ
た
る
安
堵
峰
に
登
り
、
四
十
餘
日
の
久
し
き
間
、

氷
雨
中
に
之
を
索
め
し
も
得
ず
。
終つ

ひ

に
、
誠
に
馬
鹿
氣
た
限
り
乍
ら
、
山
人
輩
の
勸
め
に
隨
ひ
、
山
神
に

祈
願
し
、
若
し
之
を
獲え

ば
「
オ
コ
ゼ
」
を
獻
ぜ
ん
と
念
ぜ
し
に
、
數
日
の
後
、
忽
ち
彼か

の

蘚
群
生
せ
る
處
を

見み

出
い
だ
し

た
り
、
去
れ
ば
山
神
は
兎
も
角
、
自
分
の
子
供
に
渝ゆ

誓せ
い

の
例
を
示
す
は
、
父
た
る
の
道
に
背
く
者
と

慮
お
も
ん
ぱ
か

り
、
田
邊
に
歸
り
て
直
ち
に
彼
魚
を
購
ひ
、
山
神
に
贈
ら
ん
と
て
乾
燥
最
中
也
、
其
の
節
、
販
魚
婦

に
聞
き
し
は
、
山
神
特
に
好
む
「
オ
コ
ゼ
」
は
、
常
品
と
異
な
り
、
之
を
山
の
神
と
名
け
、
色
殊
に
美
麗

に
、
諸
鰭
、
殊
に
胸
鰭
勝
れ
て
他
の
種
よ
り
長
く
、
漁
夫
得
る
每
に
乾
し
置
く
を
、
山
神
祭
り
の
前
に
、

諸
山
の
民
爭
ふ
て
買
ひ
に
來
る
、
海
濱
の
民
は
、
之
を
家
の
入
口
に
懸
て
惡
鬼
を
禦
ぐ
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
西
牟
婁
郡
近
野
村
」
「
ひ
な
た

G
P

S

」
の
戦
前
の
地
図
の
こ
こ
。
山
間
の
日
置
川
に

沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
小
さ
な
盆
地
で
あ
る
。 

「B
u
x
p
au

m
ia M

in
ak

atae S
.O

k
am

u
ra

」
叙
述
に
従
え
ば
、
二
年
前
（
但
し
、
こ
の
謂
い
は
本
論
考
発
表

の
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
か
ら
事
実
上
の
ほ
ぼ
二
年
前
で
、
恐
ら
く
は
明
治
四
十
一
年
の
十
一
月

か
ら
十
二
月
に
敢
行
し
た
熊
野
へ
の
植
物
採
集
旅
行
を
指
す
も
の
と
思
う
）
に
南
方
熊
楠
が
発
見
し
、
日

https://archive.org/details/bub_gb_5z4AAAAAMAAJ/page/n443/mode/2up?view=theater
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81620&page=88
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81620&page=88
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81620&page=88
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81620&page=88
https://archive.org/details/primitiveculture2tylouoft/page/108/mode/2up
https://archive.org/details/primitiveculture2tylouoft/page/108/mode/2up
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html#14/33.821108/135.636375&l=%5B%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:-2%7D,%7B%22n%22:%22MapWarperStanford%22,%22o%22:0.88,%22z%22:0%7D%5D,%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:151%7D%5D%5D


本
の
蘚
苔
学
の
草
分
け
で
あ
っ
た
岡
村
周
諦
（
明
治
九
（
一
八
七
七
）
年
～
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
：
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
漢
方
医
の
父
の
影
響
を
受
け
て
本
草
学
・
植
物
学
、
特
に
鮮
苔
類
の
研
究
を
行

っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
で
理
学
博
士
を
授
与
さ
れ
て
い
る
）
に
新
種
と
し
て
報
告
し
て
貰
っ
た
、
種
小
名

に
南
方
の
名
を
持
つ
蘚
類
の
新
種
、
マ
ゴ
ケ
植
物
門
マ
ゴ
ケ
綱
キ
セ
ル
ゴ
ケ
亜
綱
キ
セ
ル
ゴ
ケ
目
キ
セ
ル
ゴ

ケ
科
キ
セ
ル
ゴ
ケ
属
ク
マ
ノ
チ
ョ
ウ
ジ
ゴ
ケ B

u
x
b
a
u

m
ia

 m
in

a
k
a
ta

e S
.O

k
a
m

u
ra

 

で
あ
り
、
熊
楠
は
属
名

を
誤
っ
て
い
る
（
追
加
注
参
照
）。
生
体
画
像
は
、
蘚
苔
類
の
研
究
者
で
あ
ら
れ
る
左
木
山
祝
一
氏
の
ブ
ロ

グ
「
そ
よ
風
の
な
か
で P

art2

」
の
「
ク
マ
ノ
チ
ョ
ウ
ジ
ゴ
ケ
」
（
別
に
こ
ち
ら
に
も
あ
る
）
で
素
晴
ら
し

い
鮮
や
か
な
写
真
（
顕
微
鏡
写
真
も
含
む
）
が
見
ら
れ
る
。
貝
類
同
定
で
か
な
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
」
の
同
種
の
デ
ー
タ
（
P

D

F
）
も
見
ら
れ
た
い
。
【
二
〇
二
二
年
五

月
五
日
追
記
】
本
未
明
、
南
方
熊
楠
の
研
究
者
で
南
紀
生
物
同
好
会
の
先
に
引
用
さ
せ
て
戴
い
た
大
和
茂

之
氏
よ
り
、
御
自
身
の
論
考
を
、
複
数
、
頂
戴
し
た
。
そ
の
中
の
南
方
熊
楠
顕
彰
会
機
関
誌
『
熊
楠
ワ
ー

ク
ス
』
第
五
十
九
号
（
二
〇
二
二
年 

四
月 

一
日
発
行
）
の
「
ク
マ
ノ
チ
ョ
ウ
ジ
ゴ
ケ
の
補
足―
―

学
名
の

誤
記
と
熊
楠
に
よ
る
最
終
経
緯
の
脚
色―

―

」
（
同
会
の
土
永
浩
史
氏
と
の
共
著
）
の
中
で
、
初
出
の

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
で
の
誤
植
が
現
在
ま
で
続
い
て
し
ま
っ
た
経
緯
を
細
か
く
考
証
さ
れ
た
上
で
、

熊
楠
の
『
日
記
の
記
述
と
照
合
さ
せ
て
い
く
と
』
、「
山
神
オ
コ
ゼ
魚
を
好
む
と
い
う
こ
と
」
の
一
部
は
、

『
事
実
に
反
す
る
創
作
や
脚
色
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
』
と
さ
れ
、
実
際
に
は
十
一
月
十
二

日
か
ら
十
二
月
二
十
七
月
ま
で
の
兵
生
（
ひ
ょ
う
ぜ
）
（
こ
こ
）
で
の
『
滞
在
中
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
、
継
続
し
て
標
本
を
採
集
し
て
』
お
り
、
『
こ
の
滞
在
の
最
後
の
方
の
』
十
二
月
二
十
一
日
に
、
『
待

望
し
て
い
た
大
量
の
標
本
』
『
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
が
「
山
神
に
祈
願
し
、
も
し

こ
れ
を
獲
ば
オ
コ
ゼ
を
献
ぜ
ん
と
念
ぜ
し
に
、
数
日
の
後
、
た
ち
ま
ち
か
の
蘚
群
生
せ
る
処
を
見
出
だ
し

た
」
と
い
う
の
は
、
少
し
脚
色
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
』
と
あ
る
（
な
お
、
こ
の
時
の
山
神

祭
は
十
二
月
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
、
と
あ
る
）
。『
希
少
な
コ
ケ
を
探
し
求
め
る
熊
楠
の
気
持
ち
と
、
大

量
の
コ
ケ
と
出
会
う
ま
で
の
間
に
、
山
神
に
祈
願
す
る
と
い
う
民
俗
を
差
し
挟
む
こ
と
で
、
コ
ケ
の
発
見

が
劇
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
熊
楠
か
ら
す
れ
ば
、
科
学
的
な
記
述
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、
多
少
の
創

作
を
混
え
る
こ
と
は
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
『
牟
婁
新
報
』
掲

載
の
採
集
経
過
に
つ
い
て
も
、
日
記
の
記
述
と
食
い
違
う
所
が
多
数
あ
る
』
と
指
摘
さ
れ
、
明
治
四
一

（
一
九
〇
八
）
年
に
『
拾
い
子
谷
で
最
初
に
本
種
を
発
見
し
た
と
き
に
、
「
陰
徳
の
一
事
」
と
い
う
こ
と

https://soyokaze2jp.blogspot.com/2019/10/blog-post_12.html
https://soyokaze2jp.blogspot.com/2019/10/blog-post_12.html
https://soyokaze2jp.blogspot.com/2022/03/blog-post_29.html
https://kankyojoho.pref.aichi.jp/rdb/pdf/plants/species/koke01/%E3%82%AF%E3%83%9E%E3%83%8E%E3%83%81%E3%83%A7%E3%82%A6%E3%82%B8%E3%82%B4%E3%82%B1.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92646-0000+%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E7%94%B0%E8%BE%BA%E5%B8%82%E4%B8%AD%E8%BE%BA%E8%B7%AF%E7%94%BA%E5%85%B5%E7%94%9F/@33.7775514,135.6088853,10.5z/data=!4m5!3m4!1s0x6007002e7a40e237:0x10aa755e85a1e571!8m2!3d33.8585591!4d135.5912652


で
、
躓
い
た
僵
木
を
後
か
ら
来
る
人
の
た
め
に
取
り
除
こ
う
と
し
た
際
に
見
つ
か
っ
た
と
い
う
話
も
、
少

し
脚
色
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
』
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
私
も
、
ど
う
も
脚
色
の
疑
い
を
抱

い
て
い
た
が
、
こ
れ
で
腑
に
落
ち
た
。
大
和
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

「
安
堵
峰
」
『
「
南
方
隨
筆
」
版 

南
方
熊
楠
「
龍
燈
に
就
て
」 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

「
二
」
』
の
私
の

注
を
参
照
。
地
図
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。
］ 

  

人
類
學
會
雜
誌
二
七
八
號
、
三
一
〇
頁
と
、
二
九
二
號
、
三
二
八
頁
に
、
予
が
、
古
え
わ
が
邦
に
狼
を

山
神
と
せ
る
由
の
考
說
を
載
せ
た
り
。

隨
し
た
が
つ

て
勘

か
ん
が

ふ
る
に
、
諸
種
の
「
オ
コ
ゼ
」
魚
、
外
に
刺と

げ

多
け
れ
ど
、

肉
味
美
に
し
て
食
ふ
に
勝た

へ

た
り
、
以
て
山
神
を
祭
る
は
其
基

も
と
づ

く
と
こ
ろ
、
狼
が
他
の
獸
類
に

挺
ぬ
き
ん
で

て
、
之

を
啖
ひ
好
む
事
、
猫
の
鼠
に
於
る
が
如
く
な
る
に
や
有
ら
ん
、
切
に
望
む
ら
く
は
世
間
好
事
の
士
、
機
會

有
ら
ば
、
生い

き

た
る
狼
に
就つ

い

て
實
際
試
驗
さ
れ
ん
事
を
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
人
類
學
會
雜
誌
二
七
八
號
、
三
一
〇
頁
」
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
五
月
発
行

の
同
誌
（
但
し
、
『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』
が
正
式
誌
名
）
に
載
せ
た
論
考
『
出
口
君
の
「
小
兒
と
魔
除
」

を
讀
む
』
で
、
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
こ
（
P

D

F
）
で
初
出
画
像
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
、
既
に
電
子

化
注
を
終
え
た
南
方
熊
楠
「
小
兒
と
魔
除
」
（
P

D

F
）
と
な
っ
た
。
特
に
狼
へ
の
言
及
が
集
中
す
る
の

は
、
終
わ
り
の
部
分
で
、
そ
こ
だ
け
で
よ
け
れ
ば
、
ブ
ロ
グ
版
の
こ
ち
ら
が
あ
る
。 

「
二
九
二
號
、
三
二
八
頁
」
同
じ
く
明
治
四
十
三
年
六
月
発
行
の
同
誌
に
載
せ
た
論
考
『
本
邦
に
お
け
る

動
物
崇
拜
（
追
加
）
』
が
そ
れ
で
、
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
こ
（
P

D

F
）
で
初
出
画
像
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

れ
が
、
既
に
電
子
化
注
を
終
え
た
南
方
熊
楠
「
本
邦
に
お
け
る
動
物
崇
拜
」
（
P

D

F
）
と
な
っ
た
。
こ

ち
ら
の
私
の
ブ
ロ
グ
版
の
「
狼
」
パ
ー
ト
は
こ
こ
で
読
め
る
。 

『
諸
種
の
「
オ
コ
ゼ
」
魚
』
こ
こ
で
は
ハ
オ
コ
ゼ
亜
科 T

etraro
g
in

ae

・
オ
ニ
オ
コ
ゼ
亜
科 S

y
n
an

ceiin
ae 

辺
り
を
中
心
と
す
る
広
義
の
棘
を
持
つ
と
こ
ろ
の
種
が
含
ま
れ
る
カ
サ
ゴ
目 S

co
rp

aen
o
id

ei 

の
総
称
と
し

て
「
オ
コ
ゼ
」
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
生
た
る
狼
に
就
て
實
際
試
驗
さ
れ
ん
事
を
」
我
々
が
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
食
肉
（
ネ
コ
）
目
イ
ヌ
科

イ
ヌ
属
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
亜
種
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ C

a
n

is lu
p
u

s h
o
d
o
p
h

ila
x

（
確
実
な
最
後
の
生
息
最
終

確
認
個
体
は
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
二
十
三
日
に
奈
良
県
吉
野
郡
小
川
村
鷲
家

わ

し

か

口ぐ
ち

現
在
の
東
吉

野
村
大
字
小
川
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
で
捕
獲
さ
れ
た
若
い
オ
ス
で
あ
っ
た
）。

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-8e32d2.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja
http://yab.o.oo7.jp/syounitomayoke.pdf
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-4255e7.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf
http://yab.o.oo7.jp/MinakataKumagusuHonpouniokerudoubutusuuhai.pdf
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html
https://www.google.com/maps/place/%E9%B7%B2%E5%AE%B6%E5%8F%A3%EF%BC%88%E3%83%90%E3%82%B9%EF%BC%89/@34.4030603,135.966837,18z/data=!4m5!3m4!1s0x6006b99b20f8b1c3:0x97cff2d13f881ad9!8m2!3d34.403908!4d135.969525
https://www.google.com/maps/place/%E9%B7%B2%E5%AE%B6%E5%8F%A3%EF%BC%88%E3%83%90%E3%82%B9%EF%BC%89/@34.4030603,135.966837,18z/data=!4m5!3m4!1s0x6006b99b20f8b1c3:0x97cff2d13f881ad9!8m2!3d34.403908!4d135.969525


こ
れ
は
結
果
で
は
あ
る
が
、
熊
楠
が
ま
さ
に
こ
ん
な
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
、
真
最
中
に
、
目
と
鼻
の
先
で
、

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
最
早
、
絶
滅
の
末
期
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
ら
、
彼
は
ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う
。

本
論
考
は
最
後
の
捕
獲
か
ら
四
年
後
で
あ
っ
た
。 

 

以
下
の
段
落
は
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
。］ 

  

安
堵
峰
邊
に
又
言
傳

い
ひ
つ
た
ふ

る
は
、
山
神
女
形
に
て
、
山
祭
り
の
日
、
一
山
に
生
ぜ
る
樹
木
を
總
算
す
る
に
、

成
る
べ
く
木
の
多
き
樣や

う

算か
ぞ

え
ん
と
て
、
一
品
每
に
異
名
を
重
ね
唱
え
、
「
赤
木
に
「
サ
ル
タ
」
に
猿
ス
ベ

リ
、
抹
香
、
香か

う

ノ
木
、
香か

う

榊
さ
か
き

」
抔
讀
む
。
樵
夫
此
山
に
入
れ
ば
、
そ
の
内
に
讀
み
込
ま
る
と
て
、
懼
れ
て

往
か
ず
、
又
甚
だ
男
子
が
樹
陰
に
自
瀆
す
る
を
好
む
と
、
此
の
山
神
は
、
獸
類
の
長
と
し
て
狩
獵
を
司
ど

る
狩
神
と
別
物
と
見
え
、
頗
る
近
世
希
臘
の
俗
間
に
信
ぜ
ら
る
ゝ
「
ナ
ラ
ギ
ダ
イ
」
に
似
た
り
、
「
ナ
ラ

ギ
ダ
イ
」
は
野
原
と
森
林
に
住
み
、
女
體
を
具
し
、
人
其
名
を
避さ

け

て
呼
ば
ず
、
美
婦
人
と
尊
稱
す
、
常
に

群
を
成
し
て
谷
間
の
樹
下
、
寒
流
の
邊
に
遊
び
、
好
ん
で
桃
花
の
艶
色
を
以
て
美
壯
夫
を
誘
ひ
、
情
事
を

成
す
、
若
し
人
之
を
怒
ら
せ
ば
、
忽
ち
罰
せ
ら
れ
て
不
具
醜
貌
に
變
ず
と
云
ふ
（T

h
o
m

as W
rig

h
t, 

`E
ssay

s o
n
 E

n
g
lan

d
 in

 th
e M

id
d
le A

g
es,` 1

8
4
6
, v

o
l.ii, p

p
. 2

8
3
-2

8
4

）。「
ア
ラ
チ
ウ
ス
」
謂い

は

く
、「
ナ
ラ

ギ
ダ
イ
」
は
古
希
臘
の
「
ネ
レ
イ
ダ
イ
」
よ
り
訛

あ
や
ま

り
出
づ
と
、
是
れ
「
ニ
ム
フ
ス
」
の
一
部
な
り
。
「
ニ

ム
フ
ス
」
は
原も

と
童
媛

ど
う
ゑ
ん

の
義
、
下
等
の
自
然
神
、
女
體
に
て
森
林
洞
窟
河
泉
等
、
住
處
の
異
な
る
に
隨
ひ

部
類
を
別
つ
、
好
ん
で
男
神
と
戯
れ
、
又
人
と

媾
ま
ぐ
は
ひ

す
、
而
し
て
其
の
一
部
「
ド
リ
ヤ
ヅ
」
の
存
在
は
、

實
に
樹
木
盛
枯
の
由
る
所
と
云
へ
り
（S

ey
ffert, `A

 D
ictio

n
ary

 o
f C

lassical A
n
tiq

u
ities,` L

o
n
d
o
n
, 1

9
0
8
, 

p
.4

2
0

）
、
和
歌
に
詠
み
た
る
山
姬
、
吉
野
の

柘
や
ま
ぐ
は

の
仙
女
（
類
聚
名
物
考
卷
十
八
と
三
二
一
に
出
づ
）
抔
、

古
え
本
邦
に
「
ニ
ム
フ
ス
」
相
當
の
信
念
行
は
れ
し
を
證
す
べ
く
、
女
形

ぢ
よ
け
い

の
山
神
、
山
婆
、
山
女
郞
抔
、

今
も
傳
話
す
る
は
其
遺
風
と
見
ゆ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
自
瀆
」
初
出
は
「
手
淫
」。
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
。 

「
ナ
ラ
ギ
ダ
イ
」
こ
れ
は
思
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
山
の
谷
間
の
森
に
住
む
ニ
ン
フ
で
あ
る

ナ
パ
イ
ア
ー
の
、
複
数
形
ナ
パ
イ
ア
イ
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：N

ap
aîai

）
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「T
h
o
m

as W
rig

h
t, `E

ssay
s o

n
 E

n
g
lan

d
 in

 th
e M

id
d
le A

g
es,` 1

8
4

6
, v

o
l.ii, p

p
. 2

8
3
-2

8
4

」 

イ
ギ
リ
ス
の

好
古
家
で
著
作
家
の
ト
ー
マ
ス
・
ラ
イ
ト
（T

h
o
m

as W
rig

h
t 

一
八
一
〇
年
～
一
八
七
七
年
）
の
著
作
。

前
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
調
べ
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
数
の
誤
り



か
？ 

「
ア
ラ
チ
ウ
ス
」
不
詳
。
ラ
テ
ン
名
な
ら
「A

ran
tiu

s

」 

だ
ろ
う
が
、
以
下
は
後
に
示
す
原
本
に
出
る
の

に
、
こ
の
名
だ
け
、
ど
う
し
て
も
私
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。 

『
古
希
臘
の
「
ネ
レ
イ
ダ
イ
」
』
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
海
に
棲
む
女
神
た
ち
、
あ
る
い
は
ニ
ン
フ

た
ち
の
総
称
で
あ
る
ネ
ー
レ
ー
イ
ス
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：N

ērēïs

）
、
複
数
形
で
は
ネ
ー
レ
ー
イ
デ
ス

（N
ērēÏd

es

）。 

「
童
媛
」
少
女
。
以
下
の
項
目
名
の
後
に
「p

ro
p
erly

 

“th
e y

o
u
g
 m

aid
en

s

”
」
と
あ
る
。 

「
ド
リ
ヤ
ヅ
」
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
、
木
の
精
霊
（
ニ
ン
フ
）
で
あ
る
ド
リ
ュ
ア
ス
（
ラ
テ
ン
文

字
転
写
：D

ry
as

）
は
、
複
数
形
は
ド
リ
ュ
ア
デ
ス
（D

ry
ad

es

）。 

「S
ey

ffert, `A
 D

ictio
n
ary

 o
f C

lassical A
n
tiq

u
ities,` L

o
n
d
o
n
, 1

9
0

8
, p

.4
2
0

」
ド
イ
ツ
の
古
典
哲
学
者
で

ロ
ー
マ
が
専
門
で
あ
っ
た
オ
ス
カ
ル
・
セ
イ
フ
ェ
ル
ト
（O

sk
ar S

ey
ffert 

一
八
四
一
年
～
一
九
〇
六
年
）

の
著
作
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
版
は
古
い
が
（
一
八
九
五
年
）
、
同
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た
。
項
目
名
は

「N
y
m

p
h
s

」。 

「
和
歌
に
詠
み
た
る
山
姬
、
吉
野
の
柘
」
バ
ラ
目
ク
ワ
科
ク
ワ
属
ク
ワ
品
種
ヤ
マ
グ
ワ

M
o

ru
s a

u
stra

lis

（
養
蚕
用
改
良
種
）
「
の
仙
女
（
類
聚
名
物
考
卷
十
八
と
三
二
一
に
出
づ
）
」
「
類
聚
名
物
考
」
は
江
戸
中

期
の
類
書
（
百
科
事
典
）
で
全
三
百
四
十
二
巻
（
標
題
十
八
巻
・
目
録
一
巻
）
。
幕
臣
で
儒
者
で
あ
っ
た

山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
：
号
は
明
阿
。
賀
茂
真
淵
門
下
の

国
学
者
で
、
「
泥
朗
子
」
の
名
で
洒
落
本
「
跖
（
せ
き
）
婦
人
伝
」
を
書
き
、
「
逸
著
聞
集
」
を
著
わ
し
て

い
る
）
著
。
成
立
年
は
未
詳
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け
て
全
七
冊
の
活
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
前
者
「
山
姬
」
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
に
あ
る

（
右
ペ
ー
ジ
上
段
）
。
一
方
、
後
者
は
こ
ち
ら
の
「
吉
野
柘
枝
（
ツ
ミ
エ
）
壱
仙
女
」
と
あ
る
の
が
、
そ

れ
（
右
ペ
ー
ジ
下
段
中
央
）。 

「
山
婆
」「
や
ま
う
ば
」「
や
ま
ん
ば
」
と
呼
ぶ
老
女
の
妖
怪
。
］ 

  

人
類
學
會
雜
誌
二
七
八
號
三
一
〇
頁
に
述
た
る
通
り
、
紀
州
田
邊
、
湯
川
富
三
郞
氏
、
屛
風
一
對
を
藏

す
、
一
方
は
繪
に
て
土
佐
風
彩
色
細

く
は
」

し
く
、
一
方
は
御
家
風
の
詞
書
也
、
狼
形
の
山
神
「
オ
コ
ゼ
」
魚
を

戀
ひ
、
遂
に
之
を
娶
る
を
、
章
魚
大
に
憤
り
、
其
駕
を
奪

う
ば
は

ん
と
せ
し
も
、
「
オ
コ
ゼ
」
遁
れ
て
、
終つ

ひ

に
狼

https://archive.org/details/dictionaryofclas95seyf/page/420/mode/2up
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1869498/149
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1869577/263


の
妻
と
成
る

譚
も
の
が
た
り

に
て
、
文
章
略ほ

ぼ
室
町
季
世
の
御
伽
草
紙
に
類
せ
り
、
前
半
計ば

か

り
存
す
と
報
ぜ
し
は
予

の
誤
り
で
、
全
た
き
物
也
、
前
日
全
文
を
寫
し
得
た
れ
ば
、
難
讀
の
字
に
圈
點
を
添
え
、
遼れ

う

東と
う

の
豕

ゐ
の
こ

の
譏そ

し

り
を
慮
り
乍
ら
、
爰
に
書
付

か

き

つ

く
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
人
類
學
會
雜
誌
二
七
八
號
三
一
〇
頁
に
述
た
る
通
り
」
「
南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

（
７
）」
が
当
該
部
。 

「
遼
東
の
豕
」
「
後
漢
書
」
の
「
朱
浮
伝
」
の
中
で
、
遼
東
で
珍
し
い
と
さ
れ
た
白
頭
の
豚
が
、
河
東
で

は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
「
世
間
知
ら
ず
で
あ
っ
た
た
め
に
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
自
惚
れ
る
こ
と
」
の
喩
え
。 

 

さ
て
、
こ
の
屏
風
は
現
存
す
る
（
以
下
の
引
用
の
湯
浅
家
。
但
し
、
現
在
は
東
京
に
転
居
）。
以
下
は
、

底
本
よ
り
も
「
選
集
」
の
方
が
正
確
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
異
的
に
底
本
と
す
る
「
選
集
」
で
は
、
末
尾
に

編
者
注
が
あ
り
、
『
右
の
「
山
神
絵
詞
」
の
用
字
、
か
な
づ
か
い
は
、
湯
川
功
四
郎
氏
所
蔵
の
現
物
に
よ

り
校
訂
し
、
読
み
に
く
い
箇
所
に
は
、
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
所
載
の
南
方
の
論
文
の
漢
字
を
〔 

〕

内
に
付
記
し
た
。
南
方
が
付
し
た
疑
問
の
う
ち
未
解
決
の
も
の
は
、
圏
点
お
よ
び
括
弧
内
注
記
の
形
で
そ

の
ま
ま
残
し
た
。
』
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
選
集
」
は
漢
字
が
新
字
体
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

恣
意
的
に
概
ね
正
字
に
直
し
て
以
下
に
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
遂
に
最
も
本
来
の
屛
風
の
詞
書
に
近
い

も
の
を
復
元
し
得
た
と
私
は
考
え
る
。
な
お
、
以
下
の
（ 

）
の
ル
ビ
は
「
選
集
」
の
も
の
で
あ
り
、
歴
史

的
仮
名
遣
の
誤
り
も
マ
マ
で
あ
る
。〔 

〕
は
「
選
集
」
の
も
の
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
落
ち
な

の
は
本
文
と
同
じ
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
。
太
字
は
底
本
で
は
傍
点
「
○
」
、
「
選
集
」
で
は
傍
点
「
﹅
」
で
あ

る
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
「
栞
」
は
「
選
集
」
は
「
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
」
の
こ
の
字
体
だ
が
、

表
示
出
来
な
い
の
で
「
栞
」
に
し
て
あ
る
。
本
屛
風
は
「
選
集
」
で
は
本
文
上
方
に
五
枚
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
小
さ
く
、
画
素
も
粗
く
、
絵
の
愉
快
な
雰
囲
気
を
摑
む
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

私
の
所
持
す
る
書
籍
で
は
、
一
九
九
〇
年
八
坂
書
房
刊
の
「
南
方
熊
楠
ア
ル
バ
ム
」
の
一
四
二
～
一
四
三
ペ

ー
ジ
に
載
る
四
枚
（
但
し
、
モ
ノ
ク
ロ
）
の
屛
風
部
分
図
が
見
る
に
堪
え
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
「
南
方
熊

楠
記
念
館
」
の
ブ
ロ
グ
の
「 

山
の
神
の
日
」
に
、
原
屛
風
で
は
な
い
が
、
祝
言
宴
の
部
分
の
写
本
（
同
館
の

展
示
物
と
思
わ
れ
、
作
品
プ
レ
ー
ト
に
は
「
山
の
神
草
紙
写
本
」
と
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
構
図
は
完
全
に
同

屛
風
の
御
両
人
の
そ
れ
と
一
致
す
る
の
で
、
恐
ら
く
後
に
熊
楠
が
津
人
の
画
家
広
畑
幾
太
郎
に
模
写
さ
せ
た

そ
れ
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
）
が
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、
そ
こ
に
は
オ
コ
ゼ
の
液
浸
標
本
も
あ
る
（
但
し
、

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-4255e7.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-4255e7.html
https://glyphwiki.org/wiki/hkcs_m681e
http://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp/2021/12/12/13165
http://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp/2021/12/12/13165
http://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp/2021/12/12/13165
http://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp/2021/12/12/13165


写
真
位
置
が
悪
く
、
種
は
判
ら
な
い
。
体
の
側
扁
し
て
お
り
、
胸
鰭
が
有
意
に
長
い
の
も
気
に
な
る
）
。
な

お
、
本
話
は
「
山
の
神
」
を
男
の
「
狼
」
と
し
、
「
お
こ
ぜ
」
を
姫
と
し
、
そ
の
結
ば
れ
る
顛
末
を
描
く
、

変
わ
り
種
の
異
類
婚
姻
譚
で
あ
る
が
、
同
様
の
展
開
の
草
紙
絵
は
他
に
も
あ
る
ら
し
い
。
な
お
、
屏
風
絵
の

「
お
こ
ぜ
姬
」
は
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
彼
女
の
描
き
用
か
ら
、
海
産
の
カ
サ
ゴ
類
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。【
二
〇
二
二
年
五
月
五
日
追
記
】
先
の
大
和
氏
か
ら
頂
戴
し
た
論
考
の
中
の
「
南
紀
生
物
同
好
会
」
の

二
〇
一
九
年
十
月
刊
の
雑
誌
『
く
ろ
し
お
』
（
第
三
十
八
号
）
の
、
大
和
氏
と
山
内
洋
氏
の
共
著
論
考

「
南
方
熊
楠
に
お
け
る
オ
コ
ゼ
と
い
う
名
称
」
に
は
、
冒
頭
で
（
コ
ン
マ
を
読
点
に
代
え
た
。
以
下
同

じ
）
、
『
白
浜
町
に
あ
る
南
方
熊
楠
記
念
館
』
『
に
、
ガ
ラ
ス
の
標
本
瓶
に
入
っ
た
オ
コ
ゼ
の
液
浸
標
本
』

『
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
標
本
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
鰭
が
長
く
て
、
表
面
の
模
様
な
ど
も
、
普

通
に
食
用
に
す
る
オ
ニ
オ
コ
ゼ
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
筆
者
ら
は
、
な
ぜ
こ
の
標
本
が
オ
コ
ゼ
と
呼

ば
れ
る
の
か
』
と
疑
問
を
持
っ
た
と
枕
を
置
か
れ
、
熊
楠
の
言
う
「
オ
コ
ゼ
」
の
種
同
定
と
名
称
の
考
察

が
な
さ
れ
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
熊
楠
の
自
筆
資
料
か
ら
、
熊
楠
の
指
す
そ
れ
は
『
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
と
、

カ
マ
キ
リ
（
ア
ユ
カ
ケ
）
で
は
な
い
か
』
と
推
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
熊
楠
の
友
人
に
し
て
教
師
・
博
物
学

者
・
郷
土
史
家
で
あ
っ
た
宇
井
縫
蔵
の
「
紀
州
魚
譜
」
（
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
）
を
引
用
さ
れ
て

お
ら
れ
る
。
こ
の
本
は
、
私
が
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
『
畔
田
翠
山
「
水
族
志
」
』
（
こ
こ
の
と
こ
ろ
更
新
を

サ
ボ
っ
て
い
る
）
で
種
同
定
に
用
い
て
い
る
も
の
で
、
甚
だ
馴
染
み
の
あ
る
本
で
あ
る
。
著
者
の
宇
井
縫

蔵
に
つ
い
て
は
、
そ
の
『
畔
田
翠
山
「
水
族
志
」 

ヱ
ビ
ス
ダ
ヒ 

（
タ
イ
ワ
ン
ダ
イ
）
』
の
私
の
注
を

参
照
さ
れ
た
い
が
、
同
書
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
淀
屋
書
店
出
版
部
・
近
代
文
芸
社
刊
）
は
、
原
本

を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
視
認
出
来
る
。
論
考
で
は
同
書
の
ミ
ノ
カ
サ

ゴ
か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
、
原
本
で
は
こ
こ
で
、
以
下
、
原
本
か
ら
電
子
化
す
る
。
方
言
と
し
て
は
、

「
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
」
（
紀
州
各
地
）
・
「
オ
コ
ゼ
」
（
堅
田
・
三
輪
崎
）
」
・
「
ハ
ナ
オ
コ
ゼ
」（
湯
浅
・
和
深
・
木

ノ
本
）
・
「
ハ
ネ
オ
コ
ゼ
」
（
二
木
島
）
を
挙
げ
て
お
り
、
最
後
に
畔
田
の
「
水
族
志
」
で
は
「
ダ
イ
ナ
ン

オ
コ
ゼ
」（
本
脇
）・「
ヨ
ロ
ヒ
ウ
ヲ
」（
網
代
浦
）・「
ヨ
ロ
ヒ
」
と
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
後
に
、 

 
 

 

＊ 

體
は
長
く
側
扁
し
、
兩
眼
高
く
兩
眼
間
隔
は
廣
く
凹
形
を
呈
す
る
。
背
鰭
及
び
胸
鰭
の
鰭
條
は
共
に
延
長

遊
離
し
て
、
そ
の
狀
恰
も
簑
を
ひ
ろ
げ
た
や
う
で
、
胸
鰭
の
後
端
は
尾
鰭
に
達
す
る
。
全
體
淡
紅
色
で
、

暗
褐
色
又
は
黑
色
の
細
き
橫
帶
多
く
、
胸
鰭
に
黑
斑
を
有
す
る
。
體
長
七
八
寸
。
近
海
の
岩
礁
の
邊
に
多

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23867259/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23867259/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23867259/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-2d7f4d.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1903890
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1903890/131


產
し
、
釣
り
又
刺
網
に
て
漁
獲
せ
ら
れ
る
。
肉
は
美
味
。 

こ
の
魚
は
西
牟
婁
郡
和
深
地
方
で
は
山
の
神
の
第
一
の
好
物
と
し
て
、
山
商
人
や
山
稼
ぎ
人
な
ど
は
山
の

神
に
供
へ
る
る
た
め
と
い
つ
て
爭
う
て
も
と
め
る
と
の
事
で
あ
る
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
最
後
段
落

は
原
本
で
は
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
あ
る
。
「
和
深
」
は
「
わ
ぶ
か
」
と
読
み
、
現
在
は
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

串
本
町
和
深
で
あ
る
。］ 

 
 

 

＊ 

そ
れ
に
続
い
て
、
論
考
で
は
本
篇
の
熊
楠
の
記
述
と
の
一
致
が
示
さ
れ
る
。
一
方
、
『
ア
イ
カ
ケ
の
方
は

や
や
複
雑
で
』
、
『
山
神
と
オ
コ
ゼ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
』
一
九
一
〇
年
代
の
『
熊
楠
は
、
カ
ジ
カ 
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が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
、
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
宇
井
の
『
紀
州
魚
譜
』
で
は
、
カ
ジ
カ
と
カ
マ
キ
リ
は
区
別
さ
れ
て
い

る
が
、
ア
イ
カ
ケ
と
い
う
方
言
名
は
、
両
者
で
混
同
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
』
。
熊
楠
が
こ
の
誤
り
に
気
づ

い
た
の
は
後
の
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
月
発
行
の
『
民
俗
學
』
（
第
三
巻
第
十
号
）
に
初
出
さ
れ
る

「
ド
ン
コ
の
類
魚
方
言
に
關
す
る
藪
君
の
疑
問
に
答
ふ
」
を
書
い
た
際
に
宇
井
の
上
掲
本
を
見
、
『
は
じ

め
て
別
種
と
気
が
つ
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、2

3
 

年
前
に
東
牟
婁
郡
請
川
村
で
乾
品
を
得
て
、
持
ち
帰
っ

た
も
の
を
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、
カ
ジ
カ
と
カ
マ
キ
リ
が
混
合
し
て
い
た
と
あ
る
』
と
あ
り
、
以
上
か

ら
、
熊
楠
個
人
が
諸
論
考
で
『
オ
コ
ゼ
と
呼
ん
で
い
た

2
 

種
の
魚
は
、
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
と
カ
マ
キ
リ
で
あ
る
』

と
断
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
私
も
先
に
疑
問
を
持
っ
た
、
「
南
方
熊
楠
記
念
館
」
の
液
浸
標
本
（
採

集
日
の
疑
問
ま
で
考
証
さ
れ
て
あ
る
）
の
そ
れ
は
、
条
鰭
綱
カ
サ
ゴ
目
カ
サ
ゴ
亜
目
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
ミ
ノ
カ

サ
ゴ
亜
科
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
属
ミ
ノ
カ
サ
ゴ P

tero
is lu

n
u

la
ta

 

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
あ
っ
た
。
強
い
棘
毒
で

知
ら
れ
る
が
、
綺
麗
な
裳
の
よ
う
な
胸
鰭
の
さ
ま
は
、「
か
さ
ご
姫
」
に
ま
さ
に
相
応
し
い
と
、
思
わ
ず
、

膝
を
叩
い
て
合
点
し
た
。
さ
ら
に
同
論
考
で
は
、
『
“
オ
コ
ゼ
”
の
名
称
に
つ
い
て
』
の
項
で
、
『
こ
の
よ

う
に
山
神
に
祀
る
も
の
と
し
て
の
オ
コ
ゼ
と
い
う
名
称
は
、
様
々
な
魚
類
に
あ
て
は
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

だ
。
熊
楠
も
、
田
辺
周
辺
の
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
（
＝
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
）
を
海
オ
コ
ゼ
、
内
陸
部
の
ア
イ
カ
ケ
（
カ

マ
キ
リ
）
を
川
オ
コ
ゼ
と
呼
ん
で
い
る
』
と
あ
り
、
続
く
『
熊
楠
に
お
け
る
オ
コ
ゼ
と
い
う
名
称
』
で
生

物
学
的
な
種
名
・
異
名
と
し
て
の
「
オ
コ
ゼ
」
（
群
）
と
、
熊
楠
が
民
俗
学
上
の
対
象
物
と
し
て
の
「
オ

コ
ゼ
」（
群
）
の
異
相
を
弁
別
さ
れ
、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92649-3523+%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E6%9D%B1%E7%89%9F%E5%A9%81%E9%83%A1%E4%B8%B2%E6%9C%AC%E7%94%BA%E5%92%8C%E6%B7%B1/@33.5474452,135.6955718,11.58z/data=!4m5!3m4!1s0x6006340ce2cefe25:0x3bf0c65e7ba637a7!8m2!3d33.5083173!4d135.6621543
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92649-3523+%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E6%9D%B1%E7%89%9F%E5%A9%81%E9%83%A1%E4%B8%B2%E6%9C%AC%E7%94%BA%E5%92%8C%E6%B7%B1/@33.5474452,135.6955718,11.58z/data=!4m5!3m4!1s0x6006340ce2cefe25:0x3bf0c65e7ba637a7!8m2!3d33.5083173!4d135.6621543


熊
楠
の
い
う
オ
コ
ゼ
は
、
山
神
－
狼
－
オ
コ
ゼ
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
物
語
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
そ
の
物
語
に
見
合
っ
た
種
類
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
山
神
自
体
も
、
実
体
が
知
れ
な
い
も

の
だ
か
ら
、
現
象
や
喩
え
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
理
解
さ
れ
る
。
熊
楠
の
山
神
の
説
明
で
も
、
狼
で
あ
っ
た

り
、
猴
《
さ
る
》
で
あ
っ
た
り
、
女
体
で
あ
っ
た
り
す
る
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
ど
れ
が
正
解
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
オ
コ
ゼ
は
、
山
神
に
関
す
る
知
識
や
意
味
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
理
解
さ

れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
名
称
は
、
オ
コ
ゼ
と
い
う
「
物
」
の
背
後
に
あ
る
象
徴
的
な
体
系

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

と
、
胸
の
透
く
結
論
が
示
さ
れ
て
あ
る
。］ 

 

山
ざ
く
ら
は
、
わ
が
す
む
あ
た
り
の
詠

な
が
め

な
れ
ば
、
め
づ
ら
し
か
ら
ず
や
、
春
の
う
ら
ゝ
か
な
る
お
り
か

ら
は
、
濱
邊
こ
そ
見
ど
こ
ろ
お
ほ
け
れ
、
め
な
み
お
な
み
〔
雌
波
雄
波
〕
の
た
が
ひ
に
う
ち
か
は
し
、
岸

の
た
ま
藻
を
あ
ら
ふ
に
、
千
鳥
の
浮
し
づ
み
て
、
な
く
音
も
さ
ら
也
、
沖
ゆ
く
船
の
、
風
長
閑

の

ど

か

な
る
に
、

帆
か
け
て
は
し
る
、
歌
う
た
ふ
聲
か
す
か
に
聞
え
て
、
思
ふ
こ
と
な
く
み
ゆ
る
も
い
と
お
も
し
ろ
し
、
鹽

や
く
け
ぶ
り
の
空
に
よ
こ
を
る
ゝ
（
た
は
る
？
）
は
、
た
が
戀
ぢ
に
や
な
び
く
ら
ん
、
む
か
ふ
の
山
よ
り

柴
と
い
ふ
も
の
を
か
り
は
こ
ぶ
に
、
花
を
手
を
り
て
さ
し
そ
へ
た
る
は
、
心
な
き
海
郞

あ

ま

の
わ
ざ
に
や
さ
し

う
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
と
、
や
ま
の
奧
に
て
は
み
な
れ
ぬ
こ
と
ど
も
、
山
の
神
あ
ま
り
の
興
に
ぜ
う

〔
乘
〕
じ
て
、
一
首
く
は
せ
た
り
、
を
か
し
げ
な
れ
ど
も
心
ば
か
り
は
か
く
〔
斯
〕
な
ん
、 

 
 

鹽
木
と
る
、
海
郞
の
こ
ゝ
ろ
も
、
春
な
れ
や
、 

 
 

か
す
み
櫻
の
、
袖
は
や
さ
し
も
、 

と
う
ち
詠
じ
て
、
あ
そ
こ
こ
ゝ
を
う
そ
う
そ
と
ま
ど
ひ
ゆ
く
、 

 

こ
ゝ
に
お
こ
ぜ
の
姬
と
て
、
魚
の
中
に
ほ
た
ぐ
ひ
な
き
や
さ
も
の
あ
り
、
お
も
て
の
か
ゝ
り
は
、
か
な

が
し
ら
、
あ
か
め
ば
る
と
か
や
い
ふ
ら
ん
も
の
に
ゝ
〔
似
〕
て
、
ほ
ね
〔
骨
〕
た
か
く
、
ま
な
こ
〔
眼
〕

大
に
し
て
、
口
ひ
ろ
く
み
え
し
が
、
十
二
ひ
と
え
〔
一
重
〕
き
て
、
あ
ま
た
の
魚
を
と
も
な
ひ
、
な
み
の

う
へ
に
う
か
び
出
つ
ゝ
、
春
の
あ
そ
び
に
ぞ
侍
べ
る
、
あ
づ
ま
〔
東
〕
琴
か
き
な
ら
し
、
歌
う
た
ふ
聲
を

き
け
ば
、
ほ
そ
や
か
な
れ
ど
も
う
ち
ゆ
が
み
て
、 

 
 

ひ
く
あ
み
の
、
め
ご
と
〔
目
每
〕
に
も
ろ
き
我
な
み
だ
、 

 
 

か
ゝ
ら
ざ
り
せ
ば
か
ゝ
ら
じ
と
、
後
は
く
や
し
き
う
れ
し
船
か
も
、 



と
う
た
ひ
つ
ゝ
、
つ
ま
を
と
〔
爪
音
〕
た
か
く
き
こ
え
侍
べ
り
、 

 

山
の
神
つ
く
づ
く
と
立
聞
て
、
お
こ
ぜ
の
す
が
た
を
み
る
よ
り
も
、
は
や
も
の
お
も
ひ
の
種
ら
な
み

（
な
ら
め
？
）
、
せ
め
て
そ
の
あ
た
り
へ
も
ち
か
づ
き
て
と
は
お
も
へ
ど
も
、
水
こ
ゝ
ろ
を
し
ら
ね
ば
そ

も
か
な
ほ
ず
、
は
ま
べ
〔
濱
邊
〕
に
つ
く
ま
り
て
こ
で
ま
ね
〔
小
手
招
〕
き
し
け
れ
ば
、
あ
な
こ
ゝ
ろ

〔
心
〕
う
や
、
み
る
も
の
ゝ
あ
り
と
て
、
水
そ
こ
〔
底
〕
へ
が
ば
が
ば
と
は
い
り
ぬ
、 

 

さ
る
に
て
も
山
の
神
は
、
ひ
く
や
も
す
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
る
、
お
こ
ぜ
の
す
が
た
い
ま
一
め
み
ま
ほ

し
く
、
た
ち
歸
り
侍
べ
れ
ど
も
、
ま
た
も
出
ず
、
日
も
は
や
夕
ぐ
れ
に
な
り
け
れ
ば
、
し
ほ
し
ほ
と
し
て

や
ま
の
奧
に
た
ち
か
へ
り
、
ね
た
り
お
き
た
り
、
こ
ろ
〔
轉
〕
び
を
う
て
ど
も
、
こ
の
お
も
影
は
わ
す
ら

れ
ず
し
て
、
む
ね
〔
胸
〕
ふ
く
れ
こ
ゝ
ち
〔
心
地
〕
な
や
み
て
、
木
の
み
〔
實
〕
か
や
の
み
〔
實
〕
取
く

ら
へ
ど
も
、
の
ど
〔
喉
〕
へ
も
い
ら
ず
、
た
だ
戀
し
さ
は
ま
さ
り
草
の
、
露
と
き
え
て
も
と
は
お
も
へ
ど

も
、
し
〔
死
〕
な
れ
も
せ
ず
、
其
夜
も
あ
け
ゝ
れ
ば
ま
た
濱
邊
に
立
い
で
ゝ
、
も
し
や
さ
り
と
も
う
き
あ

が
る
か
と
、
沖
の
か
た
を
み
や
れ
ど
も
、
し
ら
波
の
み
う
ち
よ
せ
て
、
そ
の
君
は
影
も
見
え
ず
、
山
の
神

は
な
み
だ
の
え
だ
を
り
に
て
（
を
栞し

を

り
に
て
？
）
、
う
と
ら
う
と
ら
と
ま
た
も
と
の
す
み
か
〔
棲
家
〕
に
立

歸
り
、
い
か
な
ら
む
た
ま
〔
玉
〕
た
れ
の
ひ
ま
、
も
〔
洩
〕
り
く
る
風
の
た
よ
り
も
あ
れ
か
し
、
せ
め
て

は
思
ひ
の
ほ
ど
を
し
ら
せ
て
、
な
か
ら
む
跡
ま
で
も
、
か
く
〔
斯
〕
と
だ
に
い
ひ
出
し
侍
べ
ら
ば
、
後
の

世
の
つ
み
〔
罪
〕
と
が
も
、
す
こ
し
は
か
ろ
〔
輕
〕
く
あ
る
べ
き
を
、
や
ま
に
す
む
程
の
も
の
は
水
の

こ
ゝ
ろ
を
し
ら
ず
、
ま
た
水
に
す
む
や
か
ら
〔
族
〕
は
山
へ
は
き
た
ら
ず
、
い
か
に
と
か
せ
む
こ
と
は
と
、

大
い
き
〔
息
〕
つ
き
て
思
案
す
る
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
都
の
う
ち
、
因
幡
堂
の
軒
の
口
な
る
鬼
甍
（
瓦
？
）

は
、
故
鄕
の
妻
が
か
ほ
に
ゝ
〔
似
〕
て
、
都
な
れ
ど
も
、
旅
な
れ
ば
戀
し
く
侍
る
と
て
、
さ
め
ざ
め
と
な

き
け
ん
人
の
心
に
て
、
思
出
さ
れ
は
べ
り
、
こ
ひ
〔
戀
〕
ぞ
せ
ら
れ
侍
べ
る
、 

 

か
か
る
と
こ
ろ
へ

獺
か
わ
う
そ

か
け
ま
ゐ
り
、
た
そ
や
は
、
山
の
神
の
な
〔
泣
〕
く
は
、
い
か
に
も
し
て
、
神

の
事
し
ろ
し
め
し
た
り
し
か
じ
か
の
事
侍
べ
り
、
文
ひ
と
つ
ゝ
か
ば
〔
遣
〕
し
侍
べ
ら
ん
に
、
と
ゞ
け
て

給
は
れ
と
い
ふ
、
か
わ
う
そ
き
い
て
、
其
お
こ
ぜ
は
き
わ
め
て
み
め
わ
ろ
く
侍
べ
り
、
ま
な
こ
〔
眼
〕
大

に
し
て
ほ
ね
〔
骨
〕
た
か
く
、
口
ひ
ろ
く
色
あ
か
し
、
さ
す
が
に
山
の
神
な
ど
の
う
れ
し
（
か
れ
ら
？
）

に
戀
を
さ
せ
給
ふ
な
ん
と
、
よ
そ
の
き
こ
〔
聞
〕
え
も
を
こ
が
ま
し
と
申
せ
ば
、
山
の
神
、
い
や
〔
否
〕

と
よ
、
女
の
目
に
は
す
ゞ
を
は
れ
と
い
ふ
こ
と
有
、
目
の
大
な
る
は
美
女
の
さ
う
〔
相
〕
也
、
ほ
ね
た
か

き
は
又
貴
人
の
さ
う
也
、
口
ひ
ろ
き
は
知
惠
の
か
し
こ
き
し
る
し
也
、
い
づ
く
に
も
け
ぢ
め
な
き
姬
な
れ



ば
、
誰
の
み
〔
見
〕
さ
せ
た
ま
ふ
と
も
、
心
を
か
け
ず
と
い
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
、
さ
や
（
左
樣
？
）
に
あ

し
く
と
り
ざ
た
す
る
は
、
世
の
な
ら
ひ
ぞ
か
し
と
て
、
思
ひ
い
れ
た
る
あ
り
さ
ま
、
ま
こ
と
に
ゑ
ん

〔
緣
〕
あ
れ
ば
、
い
く
ち
〔
兎
唇
〕
も
え
く
ぼ
に
み
ゆ
る
か
な
と
、
を
か
し
さ
ば
か
ぎ
り
な
し
、
さ
ら
ば

御
文
か
き
給
へ
、
つ
た
へ
て
ま
い
ら
せ
ん
と
い
へ
ば
、
山
の
神
よ
ろ
こ
び
つ
ゝ
、
文
か
ゝ
む
と
す
れ
ど
も

紙
は
な
し
、
木
の
か
は
〔
皮
〕
を
引
む
し
り
て
、
思
ひ
の
ほ
ど
を
ぞ
か
き
た
り
け
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
山
神
の
消
息
文
は
、
段
落
末
尾
の
「
參
ら
せ
候
、
」
ま
で
、
底
本
で
も
「
選

集
」
で
も
、
す
べ
て
一
字
下
げ
。
な
お
、
以
下
の
三
ヶ
所
の
「
參
候
」
は
草
書
体
で
あ
る
が
、
漢
字
に
し

た
。］ 

あ
ま
り
に
た
へ
か
ね
て
、
御
は
づ
か
し
な
が
ら
一
筆
參

候

ま
い
ら
せ
そ
ろ

、
い
つ
ぞ
や
濱
邊
に
た
ち
出
て
、
春
の
な
が

め
に
海
つ
ら
〔
面
〕
を
見
ま
い
ら
せ
ゝ
つ
〔
節
〕
は
、
波
の
う
へ
に
う
き
あ
が
ら
せ
給
て
、
あ
づ
ま
琴
を

か
き
な
ら
し
、
歌
あ
そ
ば
せ
し
御
す
が
た
、
花
な
ら
ば
梅
櫻
、
た
を
や
か
に
し
て
、
柳
の
糸
の
風
に
み
だ

る
ゝ
た
と
へ
に
も
、
な
を
あ
き
た
ら
ず
、
思
ひ
參
ら
せ
候
、
我
身
は
深
山
の
む
も
〔
理
〕
れ
木
の
、
く
ち

は
て
ゆ
か
む
も
ち
か
ら
〔
力
〕
な
し
、
お
も
ひ
の
末
の
の
こ
り
な
ば
、
君
が
身
の
上
い
か
に
せ
ん
、
せ
め

て
手
ふ
れ
し
し
る
し
〔
印
〕
と
て
、
御
返
事
給
は
ら
ば
、
御
う
れ
し
く
參
候
、 

と
か
き
て
お
く
〔
奧
〕
に
、 

 
 

か
な
が
し
ら
、
め
ば
る
の
を
よ
ぐ
、
波
の
う
へ
、 

 
 

み
る
に
つ
け
て
も
、
お
こ
ぜ
戀
し
き
、 

と
よ
み
て
獺
に
こ
そ
わ
た
し
け
れ
、
げ
に
も
山
か
た
お
く
ふ
か
く
す
み
け
る
も
の
と
て
、
文
の
こ
と
葉
も

い
と
ゞ
ふ
つ
ゝ
か
に
、
さ
る
か
可
（
か
た
？ 

ま
た
歌
？
）
の
き
た
な
げ
さ
よ
と
て
（
そ
？
）、
か
わ
う
そ

も
こ
ゝ
ろ
に
は
思
ひ
け
ら
し
、 

 

か
く
て
獺
は
、
い
と
ゞ
は
な
う
そ
や
き
（
ぶ
き
？
）
つ
ゝ
、
濱
邊
に
た
ち
出
で
、
海
の
底
に
つ
ぶ
つ
ぶ

と
水
練
し
、
お
こ
ぜ
の
姬
に
た
い
め
ん
し
て
、
し
か
じ
か
と
か
た
り
け
れ
ば
、
お
こ
ぜ
は
こ
れ
を
き
ゝ
て
、

お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
御
事
か
な
と
て
、
手
に
も
文
を
ば
と
ら
ざ
り
け
り
、 

 

獺
は
、
あ
ゝ
つ
れ
な
の
御
こ
と
や
、
藻
に
す
む
蟲
の
わ
れ
か
ら
と
、
ぬ
ら
す
た
も
と
〔
袂
〕
の
そ
の
し

た
に
も
、
な
さ
け
は
世
に
す
む
身
の
上
に
、
な
く
て
は
い
か
に
な
ら
〔
楢
〕
柴
の
、
か
り
の
や
ど
り
の
契

り
だ
に
、
お
も
ひ
を
は
ら
す
な
ら
ひ
ぞ
か
し
、
ま
し
て
や
こ
れ
は
つ
ね
な
ら
ぬ
、
後
は
契
り
の
底
ふ
か
く
、

戀
に
し
づ
み
し
そ
の
こ
ゝ
ろ
を
、
い
か
で
か
た
ゞ
に
は
す
ご
し
給
は
ん
、
し
ほ
〔
鹽
〕
や
く
海
士

あ

ま

の
け
ぶ



り
だ
に
、
思
は
ぬ
か
た
に
な
び
く
ら
ん
、
春
の
靑
柳
風
吹
ば
、
か
な
ら
ず
な
び
く
枝
ご
と
に
、
み
だ
れ
心

の
あ
は
れ
さ
を
、
す
こ
し
は
お
ぼ
し
し
ら
せ
給
へ
な
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
申
し
け
れ
ば
、
お
こ
ぜ
は
つ
く
づ

く
と
う
ち
聞
て
、
さ
す
が
に
岩
木
な
ら
ね
ば
、
御
は
づ
か
し
く
侍
べ
れ
ど
も
と
て
、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
お
こ
ぜ
の
消
息
文
は
、
段
落
末
尾
の
「
參
候
。
」
ま
で
、
底
本
で
は
す
べ
て
一

字
下
げ
。
な
お
、
表
記
の
通
り
、
こ
こ
の
末
尾
は
山
神
の
消
息
文
と
異
な
り
、
句
點
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、「
參
候
」
は
先
に
同
じ
だ
が
、
漢
字
表
記
と
し
た
。］ 

お
ぼ
し
め
し
よ
り
た
る
水
く
き
〔
莖
〕
の
す
ゑ
、
御
こ
ゝ
ろ
の
ほ
ど
も
あ
は
れ
に
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
ど

も
、
た
ゞ
か
り
そ
め
の
う
は
べ
ば
か
り
に
、
空
な
さ
け
か
け
ら
れ
ま
い
ら
せ
し
て
、
秋
の
草
の
か
れ
が
れ

に
、
候
は
ん
時
は
中
中
、
後
に
は
ま
く
ず
〔
眞
葛
〕
が
原
に
風
さ
は
ぎ
て
、
恨
み
候
は
ん
も
い
か
ゞ
に
て
、

御
入
候
、
と
か
く
さ
も
候
は
ゞ
、
お
も
ひ
す
て
さ
せ
し
て
た
ま
わ
り
（
れ
？
）
か
し
、
あ
は
ぬ
む
か
し
こ

そ
は
る
か
の
ま
し
に
て
、
今
の
お
も
ひ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
と
申
す
こ
と
〔
言
〕
も
、
御
入
候
ぞ
や
、
ま
こ
と

に
か
く
〔
斯
〕
と
お
ぼ
し
い
れ
さ
せ
給
は
ゞ
、
我
身
は
靑
柳
の
糸
、
君
は
春
風
に
て
、
御
入
侯
ほ
ん
と
お

も
ひ
を
き
參
候
。 

と
か
き
て
、 

 
 

お
も
ひ
あ
ら
ば
、
た
ま
藻
の
影
に
、
ね
も
し
な
ん
、 

 
 

ひ
し
き
も
の
に
は
、
波
を
し
つ
ゝ
も
、 

と
う
ち
詠
じ
て
（
熊
楠
謂
ふ
、「
ヒ
ジ
キ
」
藻
を
敷
物
に
言
懸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ひ
か
け
」
。］
た
る

也
）
、
獺
に
わ
た
し
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
び
て
立
歸
り
、
山
の
神
に
見
せ
け
れ
ば
、
う
れ
し
な
〔
泣
〕
き
に

な
み
だ
を
こ
ぼ
し
て
、
返
事
ひ
ら
き
、
よ
み
て
み
れ
ば
、
我
身
は
靑
柳
の
糸
、
君
は
春
風
と
書
給
ひ
し
は
、

な
び
き
侍
ら
ん
と
い
ふ
事
な
る
べ
し
、
さ
ら
ば
今
宵
お
こ
ぜ
の
御
も
と
へ
ま
い
る
べ
し
、
と
て
〔
迚
〕
も

の
御
事
に
み
ち
〔
道
〕
し
る
べ
し
て
給
は
れ
と
い
ふ
、
や
す
き
御
事
也
、
御
と
も
〔
供
〕
申
さ
ん
と
い
ふ
、

か
ゝ
る
處
に
た
こ
〔
蛸
〕
の
入
道
、
こ
の
よ
し
を
つ
た
へ
聞
て
、
さ
て
も
無
念
の
こ
と
か
な
、
そ
れ
が
し

お
こ
ぜ
の
も
と
へ
た
び
た
び
文
を
つ
か
は
す
に
、
手
に
だ
に
も
と
ら
ず
、
な
げ
か
へ
〔
投
返
〕
し
侍
べ
る

に
、
山
の
神
の
を
く
り
し
文
に
返
事
し
け
る
こ
そ
、
や
す
〔
安
〕
か
ら
ね
、
法
師
の
身
な
れ
ば
と
か
く
あ

な
ど
り
て
、
い
か
や
う
に
や
い
た
す
ら
ん
、
烏
賊

い

か

の
入
道
は
な
き
か
、
を
し
よ
せ
て
そ
の
お
こ
ぜ
ふ
み
こ

ろ
せ
と
ぞ
の
の
し
り
け
る
、 

 

烏
賊
の
入
道
う
け
た
ま
は
り
、
お
な
じ
く
は
御
一
門
め
し
あ
つ
め
て
、
を
し
よ
せ
た
ま
へ
と
申
け
れ
ば
、



し
か
る
べ
し
と
て
、
蘆
蛸
（
足
長
蛸
？
）、
手
な
が
章
魚
、
蛛
螵
（
蛸
？
）、
飯
だ
こ
〔
蛸
〕、
あ
を
り
烏
賊
、

筒
烏
賊
に
い
た
る
ま
で
、
使
を
た
て
ゝ
め
し
よ
せ
、
は
や
を
し
よ
せ
む
と
ひ
し
め
き
た
り
、 

 

お
こ
ぜ
は
此
よ
し
〔
由
〕
き
ゝ
つ
た
へ
、
こ
の
ま
ゝ
こ
ゝ
に
あ
ら
む
よ
り
は
、
山
の
お
く
に
も
か
く
れ

ば
や
と
お
も
ひ
つ
ゝ
、
波
の
う
へ
に
う
き
あ
が
り
、
あ
か
め
ば
る
、
あ
か
う
、
か
な
が
し
ら
を
と
も
な
ひ

て
、
山
の
奧
に
わ
け
い
り
け
れ
ば
、
お
り
ふ
し
山
の
神
、
か
わ
う
そ
を
と
も
な
ひ
て
、
濱
べ
ら
能
遣
（
の

去
る
？
）
所
に
候
て
は
つ
た
と
行
あ
ふ
〔
逢
〕
た
り
、
や
ま
神
み
わ
あ
ま
り
の
う
れ
し
き
に
う
ろ
た
へ
て
、

お
は
せ
て
、
山
々
に
わ
お
こ
た
り
し
（
？
）
、
山
の
奧
は
海
の
上
、
川
う
そ
を
お
こ
せ
け
り
と
（
？
）
、
ら

ち
も
な
き
こ
と
ゞ
も
い
ひ
ち
ら
し
、
そ
れ
よ
り
う
ち
つ
れ
て
、
を
の
〔
己
〕
が
す
み
か
〔
住
家
〕
に
急
場

（
？
）
に
歸
ゑ
り
、
連
理
の
か
た
ら
〔
語
〕
ひ
を
な
し
た
る
と
ぞ
き
こ
〔
聞
〕
え
し
。 

 
 

（
明
治
四
十
四
年
二
月
人
類
学
第
二
十
六
卷
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鹽
木
」「
し
ほ
き
」
（「
し
ほ
ぎ
」
と
も
）
は
、
塩
釜
で
海
水
を
煮
つ
め
る
の
に
用
い

る
燃
料
の
薪

た
き
ぎ

。
昔
は
、
松
葉
が
燃
料
と
し
て
最
適
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
他
に
萱か

や

・
葭よ

し

・
篠
笹
・
松

の
細
枝
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。 

「
う
そ
う
そ
と
」
副
詞
。
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
、
見
回
し
た
り
、
歩
き
回
っ
た
り
す
る
さ
ま
。 

「
や
さ
も
の
」「
優
者
」。
優
れ
て
美
し
い
者
。 

「
か
な
が
し
ら
」
棘
鰭
上
目
条
鰭
綱
カ
サ
ゴ
目
ホ
ウ
ボ
ウ
科
カ
ナ
ガ
シ
ラ
属
カ
ナ
ガ
シ
ラ L

ep
id

o
trig

la
 

m
icro

p
tera

。「
大
和
本
草
卷
之
十
三 

魚
之
下 

金
頭
（
か
な
が
し
ら
）」
で
益
軒
は
「
カ
サ
ゴ
」
に
似
て

い
る
な
ど
と
の
た
も
う
て
い
る
が
、
誹
謗
中
傷
も
甚
だ
し
い
。
似
て
い
る
の
は
ホ
ウ
ボ
ウ
で
あ
る
。 

「
あ
か
め
ば
る
」
メ
バ
ル

S
eb

a
stes in

erm
is 

の
流
通
名
。
俗
に
市
場
で
は
「
赤
」
と
か
「
金き

ん

」
と
呼
ば
れ

る
。
全
体
に
黒
味
が
強
く
、
や
や
赤
味
が
か
る
。
沿
岸
・
内
湾
性
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
「
大
和
本
草
卷

之
十
三 

魚
之
下 

目
バ
ル 

（
メ
バ
ル
・
シ
ロ
メ
バ
ル
・
ク
ロ
メ
バ
ル
・
ウ
ス
メ
バ
ル
）
」
の
私
の
注

を
参
照
さ
れ
た
い
。
違
い
を
解
説
し
て
あ
る
。 

「
あ
づ
ま
〔
東
〕
琴
」
和
琴

わ

ご

ん

。 

「
ひ
く
あ
み
の
、
め
ご
と
〔
目
每
〕
に
も
ろ
き
我
な
み
だ
」
海
士

あ

ま

の
掛
け
引
く
漁
網
の
「
目
」
と
、
己
が

二
つ
の
「
目
每
」
に
掛
け
る
。 

「
か
ゝ
ら
ざ
り
せ
ば
か
ゝ
ら
じ
と
」
網
に
掛
か
ら
ず
に
済
む
こ
と
な
ら
、
ど
う
か
、
掛
か
ら
ぬ
よ
う
に
と

祈
っ
て
。
そ
れ
を
受
け
て
の
下
句
は
、
掛
か
ら
ず
に
済
み
、
「
後
は
く
や
し
」
い
の
は
海
士
の
方
で
、
獲

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-b1ca7b.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-6b3676.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-6b3676.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-6b3676.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-6b3676.html


れ
ず
に
「
う
れ
」
ふ
（
憂
ふ
）
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
う
れ
し
船ぶ

ね

」
は
、
助
か
っ
た
魚
た
ち
が
「
嬉う

れ

し
ぶ
」

を
掛
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
水
こ
ゝ
ろ
を
し
ら
ね
ば
」
表
向
き
は
「
水
心

み
づ
ご
こ
ろ

を
知
ら
ね
ば
」
＝
水
泳
の
心
得
が
な
い
と
言
い
つ
つ
、
裏

に
「
魚
心

う
を
ご
こ
ろ

あ
れ
ば
水
心
」
（
魚
に
水
と
親
し
む
心
が
あ
れ
ば
、
水
も
そ
れ
に
応
じ
る
心
が
あ
る
意
か
ら
、

「
相
手
が
好
意
を
示
せ
ば
、
自
分
も
相
手
に
好
意
を
示
す
気
に
な
る
。
相
手
の
出
方
次
第
で
こ
ち
ら
の
応

じ
方
が
決
ま
る
こ
と
」
の
喩
え
）
を
効
か
す
。 

「
つ
く
ま
り
て
」「
つ
く
ま
る
」
は
「
つ
く
ば
ふ
（
蹲
ふ
・
踞
ふ
）」
の
転
訛
で
、「
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
」。 

「
こ
で
ま
ね
〔
小
手
招
〕
き
」「
こ
て
ま
ね
き
」
と
も
。
手
先
を
振
っ
て
招
く
こ
と
。 

「
ひ
く
や
も
す
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
る
」
「
引
く
や
、
裳
裾
の
あ
か
ら
さ
ま
な
る
」。
オ
コ
ゼ
の
長
い
鰭
を

も
掛
け
て
い
て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
効
果
的
で
上
手
い
。 

「
か
や
の
み
〔
實
〕
」
裸
子
植
物
門
マ
ツ
綱
マ
ツ
目
イ
チ
イ
科
カ
ヤ
属
カ
ヤ T

o
rreya

 n
u
cifera

 

の
実
は
食

用
と
な
る
。
但
し
、
ア
ク
抜
き
が
必
要
。 

「
な
み
だ
の
え
だ
を
り
に
て
（
を
栞し

を

り
に
て
？
）
」
熊
楠
の
解
読
が
正
し
い
。
滂
沱
と
出
ず
る
涙
が
彷
徨
す

る
浜
辺
に
垂
れ
て
、
そ
れ
が
道
し
る
べ
の
代
わ
り
を
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
。 

「
う
と
ら
う
と
ら
」「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
の
転
訛
で
あ
ろ
う
。 

「
い
か
な
ら
む
た
ま
〔
玉
〕
た
れ
の
ひ
ま
、
も
〔
洩
〕
り
く
る
風
の
た
よ
り
も
あ
れ
か
し
」
「
如
何
な
ら

む
、
玉た

ま

簾だ
れ

の
隙ひ

ま

、
洩
り
來
る
風
の
便
り
も
あ
れ
か
し
」
で
、
「
何
ん
と
か
、
入
り
口
に
掛
け
て
あ
る
玉た

ま

簾
す
だ
れ

の
細
い
隙
間
か
ら
漏
れ
て
吹
き
来
た
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
こ
ぜ
姬
に
か
か
わ
る
『
風
の
便
り
』
で
も
、

切せ
ち

に
欲
し
い
も
の
じ
ゃ
！
」
の
意
で
あ
ろ
う
。 

「
な
か
ら
む
跡
ま
で
も
」
「
後
の
世
の
つ
み
〔
罪
〕
と
が
も
、
す
こ
し
は
か
ろ
〔
輕
〕
く
あ
る
べ
き
を
」

狼
男
の
山
の
神
が
後
世
を
語
る
と
こ
ろ
が
ま
こ
と
に
面
白
い
。 

「
都
の
う
ち
、
因
幡
堂
の
軒
の
口
な
る
鬼
甍
（
瓦
？
）
」
京
都
市
下
京
区
因
幡
堂

い

な

ば
ど

う

町
ち
ょ
う

に
あ
る
真
言
宗
福
聚

山
平

び
ょ
う

等
寺

ど

う

じ

。「
因
幡
堂
」「
因
幡
薬
師
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
。
狂
言
「
鬼
瓦
」
の
舞
台
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
但
し
、
同
寺
の
鬼
瓦
は
鬼
形

き
ぎ
ょ
う

の
形
象
は
全
く
な
い
ら
し
い
。T

ap
p
y

氏
の
ブ
ロ
グ
「
自

社
巡
礼.co

m

」
の
「
【
因
幡
薬
師
】
日
本
三
如
来
に
数
え
ら
れ
る
、
が
ん
封
じ
の
お
薬
師
さ
ま
（
因
幡
堂
）」

の
、
本
堂
前
に
置
か
れ
た
鬼
瓦
の
写
真
と
そ
の
画
像
の
中
の
解
説
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
獺
」
我
々
が
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
と
も
に
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、
食
肉
目
イ
タ
チ
科
カ
ワ
ウ
ソ
属
ユ
ー

https://www.google.com/maps/place/%E5%B9%B3%E7%AD%89%E5%AF%BA(%E5%9B%A0%E5%B9%A1%E8%96%AC%E5%B8%AB)/@34.999081,135.7422906,14.21z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x600108986b0baefb:0x3fbec0a0e599411!2z44CSNjAwLTg0MTUg5Lqs6YO95bqc5Lqs6YO95biC5LiL5Lqs5Yy65Zug5bmh5aCC55S6!3b1!8m2!3d34.9993841!4d135.7600953!3m4!1s0x600108986b3ec947:0xf85ca7f250ec994b!8m2!3d34.9994955!4d135.7603019
https://www.jisyameguri.com/chiiki/kyoto/inabado/
https://www.jisyameguri.com/chiiki/kyoto/inabado/
https://www.jisyameguri.com/chiiki/kyoto/inabado/


ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ
ソ
亜
種
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ L

u
tra

 lu
tra

 n
ip

p
o
n

 

。
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

獺
（
か
は
う
そ
） 

（
カ
ワ
ウ
ソ
）
」
を
参
照
。
考
え
て
見
る
と
、
こ
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
山
の
神
」
の
「
狼
」

も
、
そ
の
眷
属
の
「
獺
」
も
、
も
う
こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い
の
だ
。 

「
た
そ
や
は
、
山
の
神
の
な
〔
泣
〕
く
は
」
「
さ
て
？ 

誰
が
泣
い
て
い
る
だ
ろ
う
？ 

お
お
っ
！ 

山

の
神
さ
ま
が
泣
い
て
お
ら
れ
る
！ 

如
何
が
な
さ
れ
た
？
」。 

「
い
か
に
も
し
て
、
神
の
事
し
ろ
し
め
し
た
り
」
と
り
あ
え
ず
私
は
、
前
に
続
い
て
獺
の
台
詞
と
と
っ
た
。

「
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
山
の
神
さ
ま
の
お
世
話
を
致
し
ま
し
ょ
う
。
」
。
但
し
、
「
し
ろ
し
め
す
」
は
「
知

る
」
の
尊
敬
語
だ
か
ら
、
用
法
と
し
て
は
お
か
し
い
。
自
敬
表
現
と
と
っ
て
「
な
ん
と
か
し
て
、
我
ら
の

思
う
て
（
お
ら
れ
る
）
と
こ
ろ
の
」
の
意
で
下
に
続
く
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
以
下
で
は
、

「
侍
べ
り
」
「
侍
べ
ら
ん
に
」「
と
ゞ
け
て
給
は
れ
」
と
丁
寧
語
と
尊
敬
語
を
「
山
の
神
」
は
獺
に
使
っ
て

お
り
、
頭
だ
け
自
敬
表
現
と
い
う
の
は
話
が
通
ら
な
い
か
ら
、
や
は
り
獺
の
台
詞
で
あ
る
。 

「
よ
そ
の
き
こ
〔
聞
〕
え
も
を
こ
が
ま
し
」「
世
間
の
聞
こ
え
も
こ
れ
、
『
如
何
に
も
馬
鹿
げ
た
話
じ
ゃ
』

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
ぞ
。」。 

「
女
の
目
に
は
す
ゞ
を
は
れ
」
慣
用
句
「
男
の
目
に
は
糸
を
引
け
女
の
目
に
は
鈴
を
張
れ
」
の
後
半
。
男

の
目
は
き
り
り
と
、
真
っ
直
ぐ
な
の
が
よ
く
、
女
の
目
は
ぱ
っ
ち
り
と
大
き
い
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
の

喩
え
。 

「
け
ぢ
め
な
き
」
他
の
人
と
悪
い
意
味
で
の
隔
た
り
や
違
っ
た
と
こ
ろ
（
「
け
じ
め
」
）
と
い
う
も
の
は
、

こ
れ
、
全
く
、
な
い
。
山
の
神
は
「
痘
痕
も
靨

え
く
ぼ

」
状
態
で
あ
る
。 

「
心
を
か
け
ず
と
い
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
」
反
語
。
「
心
が
惹
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
も
の
か
！
」
。 

「
深
山
」「
み
や
ま
」。 

「
か
可
（
か
た
？ 

ま
た
歌
？
）」
こ
れ
は
恐
ら
く
「
哥
」（
う
た
：「
歌
」
の
異
体
字
）
の
草
書
を
上
下
で

分
離
し
て
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
誤
り
と
思
う
。 

「
か
わ
う
そ
も
こ
ゝ
ろ
に
は
思
ひ
け
ら
し
」
結
構
、
狡
猾
な
獺
の
内
心
が
描
か
れ
て
、
こ
れ
ま
た
、
笑
い

を
誘
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

「
い
と
ゞ
は
な
う
そ
や
き
（
ぶ
き
？
）
つ
ゝ
」「
た
い
そ
う
鼻
を
突
き
出
し
て
偉
そ
う
に
し
つ
つ
」
の
意
で

あ
ろ
う
。 

「
つ
ぶ
つ
ぶ
と
」「
ぼ
こ
ぼ
こ
と
音
を
立
て
て
」
か
。
或
い
は
、
そ
れ
に
、
『
何
で
、
あ
の
醜
女

し

こ

め

の
と
こ
ろ



へ
行
か
に
ゃ
な
ら
ん
の
じ
ゃ
？
』
と
い
う
内
心
の
不
満
を
「
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
」
も
を
も
、
掛
け
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
わ
れ
か
ら
」
節
足
動
物
門
甲
殻
亜
門
軟
甲
綱
真
軟
甲
亜
綱
フ
ク
ロ
エ
ビ
上
目
端
脚
目
ド
ロ
ク
ダ
ム
シ
亜

目
ワ
レ
カ
ラ
下
目 C

ap
rellid

a 

に
属
す
る
ワ
レ
カ
ラ
類
。『
毛
利
梅
園
「
梅
園
介
譜
」 

ワ
レ
カ
ラ
』
を
参

照
。
無
論
、
「
我
か
ら
」
（
山
の
神
自
身
、
自
ら
）
の
意
も
掛
け
る
。
以
下
の
懇
請
は
、
意
外
な
獺
の
博
識

と
風
流
を
感
じ
さ
せ
、
面
白
い
。 

「
柳
風
吹
ば
」「
や
な
ぎ
、
か
ぜ
、
吹
か
ば
」。 

「
水
く
き
〔
莖
〕
の
す
ゑ
」
恋
文
の
筆
跡
、
そ
の
内
容
。 

「
御
入
候
」「
お
ほ
ん
い
り
さ
う
ら
ふ
」。
丁
寧
語
で
「
御
座
い
ま
す
」
の
意
。 

「
た
ま
藻
」
水
中
に
生
え
る
藻
の
美
称
の
古
称
。
特
定
の
藻
類
種
を
指
す
語
で
は
な
い
。 

「
ひ
し
き
も
の
」
褐
藻
綱
ヒ
バ
マ
タ
目
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
科
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
属
ヒ
ジ
キ S

a
rg

a
ssu

m
 fu

sifo
rm

e

。

古
く
よ
り
食
用
と
さ
れ
、
平
安
の
昔
よ
り
歌
に
も
詠
ま
れ
た
。
「
大
和
本
草
卷
之
八 

草
之
四 

鹿
尾
菜

（
ヒ
ジ
キ
）」
を
参
照
。
こ
の
一
首
は
、
そ
こ
に
示
し
た
「
伊
勢
物
語
」
の
一
首
、 

 

思
ひ
あ
ら
ば
葎
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
じ
き
も
の
に
は
袖
を
し
つ
ゝ
も 

を
典
拠
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
熊
楠
の
指
摘
す
る
通
り
、
「
ひ
し
き
も
の
」
に
は
閨ね

や

の
「
敷
物
」
の
意
が

重
ね
ら
れ
て
い
る
。 

「
法
師
の
身
な
れ
ば
」「
蛸
入
道
」
に
引
っ
掛
け
た
も
の
。 

「
蘆
蛸
（
足
長
蛸
？
）」
頭
足
綱
八
腕
形
上
目
八
腕
（
タ
コ
）
目
無
触
毛
（
マ
ダ
コ
）
亜
目
マ
ダ
コ
亜
目
マ

ダ
コ
科
マ
ダ
コ
亜
科
マ
ダ
コ
属
テ
ナ
ガ
ダ
コ O

cto
p
u
s m

in
o
r 

で
あ
ろ
う
。
福
岡
県
柳
川
市
で
は
同
種
を

「
ア
シ
ナ
ガ
ダ
コ
」
と
現
在
も
呼
称
し
て
い
る
。 

「
手
な
が
章
魚
」
マ
ダ
コ
科C

a
llisto

cto
p
u
s

属
テ
ナ
ガ
ダ
コ O

cto
p
u
s m

in
o
r 

。 

「
蛛
螵
（
蛸
？
）」
マ
ダ
コ
科P
a
ro

cto
p
u
s 

属
ク
モ
ダ
コ P

a
ro

cto
p
u
s lo

n
g
isp

a
d
iceu

s 

。 

「
飯
だ
こ
〔
蛸
〕」
マ
ダ
コ
属
イ
イ
ダ
コ O

cto
p
u
s o

cella
tu

s 

。 

「
あ
を
り
烏
賊
」
頭
足
綱
鞘
形
亜
綱
十
腕
形
上
目
閉
眼
目
ヤ
リ
イ
カ
科
ア
オ
リ
イ
カ
属
ア
オ
リ
イ
カ 

S
ep

io
teu

th
is lesso

n
ia

n
a
 

。 

「
筒
烏
賊
」
十
腕
形
上
目
ツ
ツ
イ
カ
目 T

eu
th

id
a 

の
ツ
ツ
イ
カ
類
。
多
数
の
種
を
含
む
。 

「
あ
か
う
」
こ
れ
は
ス
ズ
キ
目
ス
ズ
キ
亜
目
ハ
タ
科
ハ
タ
亜
科
ハ
タ
族
マ
ハ
タ
属
キ
ジ
ハ
タ E

p
in

ep
h
elu

s 



a
ka

a
ra

 
で
あ
ろ
う
。
同
種
は
現
在
で
も
「
ア
コ
ウ
」
の
異
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

「
濱
べ
ら
能
遣
（
の
去
る
？
）
所
」
不
詳
。「
浜
邊
」
を
「
よ
く
遣い

ぬ
る
（
＝
「
去
ぬ
る
」）
所
」
か
？ 

「
は
つ
た
」「
は
た
」
の
強
調
形
。
思
い
が
け
ず
出
会
う
さ
ま
。
ば
っ
た
り
。 

「
や
ま
神
み
わ
」「
山や

ま

神が
み

は
」。「
み
」
は
捨
て
読
み
で
、「
わ
」
は
口
語
体
。 

「
お
は
せ
て
」「
負
は
せ
て
」
で
あ
ろ
う
。
お
こ
ぜ
姬
を
獺
に
背
負
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
山
々
に
わ
お
こ
た
り
し
（
？
）
」
意
味
不
明
。
「
山
々
」
で
は
な
く
、
「
山
神
」
で
、
「
わ
」
は
同
前
で
あ

っ
て
、
「
山
神
に
は
、
怠
り
し
」
で
、
「
山
神
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
こ
と
を
、
自
分
の
失
敗

で
あ
っ
た
と
、
謝
っ
た
。」
の
意
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

「
山
の
奧
は
海
の
上
、
川
う
そ
を
お
こ
せ
け
り
と
（
？
）」
意
味
不
明
。
但
し
、
直
後
に
「
ら
ち
も
な
き
こ

と
ゞ
も
い
ひ
ち
ら
し
」
と
続
く
こ
と
か
ら
、
図
ら
ず
も
、
お
こ
ぜ
姫
と
邂
逅
し
た
こ
と
か
ら
、
気
が
動
転

し
て
、
訳
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
と
と
る
と
、
「
山
の
奥
は…

…

海
の
上…

…

獺
を
背

負
っ
た…

…

」
と
、
一
種
の
語
句
・
構
文
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
崩
壊
を
起
こ
し
た
と
と
る
と
、
甚
だ
面
白
い

と
私
は
思
う
。 

「
急
場
（
？
）
に
」
意
味
不
明
。「
急
場
」
は
「
差
し
迫
っ
て
直
ぐ
に
処
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
」

の
意
で
あ
る
か
ら
、
ま
あ
、「
差
し
当
た
っ
て
」
の
意
で
よ
か
ろ
う
。
］ 


